
J
・
F
・ダ
レ
ス
（
冒
ぼ
剛
・
ω
秀
u
邑
Φ
ω
）
と
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
経
済
復
興
政
策

104 （634）

一
超
党
派
外
交
と
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
起
源
に
関
す
る
一
考
察
一河

暗

信

樹

門
要
約
】
　
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
は
、
ド
イ
ツ
復
興
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら
様
々
な
対
立
（
特
に
国
務
省
と
陸
軍
省
・
軍
政

府
と
の
間
で
）
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
対
立
は
、
～
九
四
七
年
初
か
ら
国
務
省
の
主
導
す
る
方
向
で
解
決
さ
れ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
過
程
に
お
い
て
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
と
っ
て
最
大
の
問
題
の
一
つ
は
、
　
九
四
六
年
の
中
間
選
挙
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
共
和
党
が
多
数
を
占
め

る
議
会
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
共
和
党
多
数
議
会
と
ド
イ
ツ
政
策
で
の
合
意
を
作
り
だ
す
た
め
に
い
わ
ゆ
る
超
党
派
外
交
が
選
択
さ
れ
た
。

こ
の
際
、
共
和
党
側
で
超
党
派
外
交
を
担
っ
た
の
が
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
期
の
国
務
長
富
で
あ
る
J
・
F
・
ダ
レ
ス
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
一
九

四
七
年
三
～
四
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
前
後
を
中
心
に
、
以
上
の
過
程
に
お
け
る
J
・
F
・
ダ
レ
ス
の
活
動
を
分
析
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
が
共
和
党
多
数
の
議
会
に
お
い
て
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
歴
史
的
起
源
の
一
つ
を
示
す
こ
と
を
課
題
と
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
三
巻
四
号
　
二
〇
〇
〇
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
最
大
の
問
題
は
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の
復
興
問
題
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ド
イ
ツ
復
興
問
題
は
、

戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
復
興
の
在
り
方
、
ひ
い
て
は
戦
後
国
際
政
治
経
済
秩
序
の
在
り
方
と
も
結
び
つ
い
た
問
題
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

戦
時
中
に
策
定
さ
れ
た
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
懲
罰
的
な
ド
イ
ツ
政
策
が
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
に
至
る
過
程
で
一
応
廃
棄
さ
れ
て
以
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①

降
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
は
多
く
の
諸
対
立
を
抱
え
混
迷
を
極
め
た
。
そ
の
対
立
は
、
①
ド
イ
ツ
復
興
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
と
の
関
連
で

い
か
に
位
置
づ
け
る
か
、
②
ソ
連
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
と
い
う
二
つ
の
関
連
す
る
側
面
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

つ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
対
外
政
策
の
基
本
的
な
方
向
性
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
立
を
形
作
っ
た
の

は
、
主
と
し
て
以
下
の
二
つ
の
勢
力
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
陸
軍
省
、
在
独
ア
メ
リ
カ
軍
政
府
（
○
窪
8
0
｛
ζ
臣
銀
q
O
o
＜
Φ
同
コ
白
Φ
緊
♂
【
○
Φ
暮
雪
《
、
以
下
O
M
G
U
S
）
は
、
占
領
の
当
初
か
ら
賠

償
問
題
の
交
渉
を
通
じ
て
ソ
連
の
妥
協
を
引
き
出
し
、
ド
イ
ツ
統
～
を
成
し
遂
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
輸
出
入
の
均
衡
を
達
成
し
、
ド
イ
ツ
復
興

を
行
う
と
い
う
構
想
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
構
想
で
は
、
ソ
連
と
の
賠
償
問
題
で
の
妥
協
と
ド
イ
ツ
経
済
の
優
先
的
復
興
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
必
然
的
に
ド
イ
ツ
の
弱
体
化
を
目
指
す
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
立
を
招
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
れ
に
対
し
て
国
務
省
は
、
G
・
ケ
ナ
ン
（
O
Φ
。
茜
Φ
図
Φ
導
き
）
に
よ
っ
て
、
一
九
四
六
年
三
月
に
提
出
さ
れ
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
契
機
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
ソ
連
の
影
響
を
排
除
す
る
ド
イ
ツ
分
割
論
へ
の
傾
斜
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
務
省
は
ソ
連
と
の
対
立
を
前
提
と
し
た
上
で
、
そ

の
影
響
力
を
排
除
し
た
分
割
ド
イ
ツ
を
形
成
し
、
そ
の
分
割
ド
イ
ツ
の
経
済
復
興
を
フ
ラ
ン
ス
の
ド
イ
ツ
弱
体
化
政
策
を
考
慮
し
つ
つ
成
し
遂

げ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
全
体
の
復
興
を
促
進
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
ソ
連
と
の
対
立
と
ド
イ
ツ
経
済
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経

済
へ
の
従
属
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
二
者
の
対
立
が
、
一
九
四
六
～
一
九
四
七
年
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
を
混
迷
さ
せ
た
。
こ
の
対
立
は
、
一
九
四
六
年
末

か
ら
～
九
四
七
年
初
め
に
か
け
て
国
務
省
が
主
導
す
る
方
向
で
一
応
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
帰
結
と
し
て
、
ソ
連
を
封
じ

込
め
る
と
同
時
に
ド
イ
ツ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
に
封
じ
込
め
る
「
二
重
の
封
じ
込
め
」
構
想
と
し
て
、
一
九
四
七
年
六
月
に
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
の
対
象
と
す
る
時
期
は
、
こ
の
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
ド
イ
ツ
政
策
が
確
定
す
る
最
終
局
面
で
あ
る
。

　
こ
の
対
立
が
解
決
す
る
最
終
局
面
に
お
い
て
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
と
っ
て
最
大
の
問
題
の
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
議
会
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
一

九
四
六
年
二
月
の
藻
琴
選
挙
に
お
い
て
共
和
党
が
勝
利
を
収
め
た
た
め
、
一
九
四
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
第
八
○
議
会
に
お
い
て
は
上
下
両
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院
と
も
に
共
和
党
が
多
数
派
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
対
外
政
策
の
遂
行
に
対
し
て
議
会
が
巨
大
な
権
限
を
有
し
、
そ
の
同
意
の
な
い
対
外

政
策
の
実
施
は
不
可
能
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
共
和
党
多
数
議
会
か
ら
同
意
を
得
る
こ
と
が
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
対
外
政
策
の
実

現
に
と
っ
て
不
可
欠
の
条
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
対
立
す
る
二
つ
の
勢
力
に
と
っ
て
、
議
会
か
ら
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
の
対
立
を
制
す
る
意
味
も
持
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
両
派
と
も
共
和
党
と
の
超
党
派
外
交
を
積
極
的
に
志
向
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
が
置
か
れ
た
状
況
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
そ
の
ド
イ
ツ
政
策
が
確
定
し
て
い
く
最
終
局
面

で
あ
る
一
九
四
七
年
初
か
ら
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
（
　
九
四
七
年
三
月
一
〇
日
～
四
月
二
四
日
目
に
か
け
て
の
過
程
を
、
特
に
共
和
党
の
ド
イ
ツ
政

策
と
そ
れ
に
対
す
る
国
務
省
の
対
応
に
焦
点
を
当
て
、
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
本
稿
で
は
、
共
和
党
外
交
顧
問
で
あ
っ
た
J
・
F
・
ダ
レ
ス
の

活
動
に
注
目
す
る
。
ダ
レ
ス
は
、
一
九
四
四
年
の
大
統
領
選
挙
時
に
T
・
デ
ュ
ー
イ
（
雷
。
旨
霧
U
Φ
≦
塁
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
、
一
九
四
四
年
、

一
九
四
八
年
共
和
党
大
統
領
候
補
）
の
外
交
顧
問
を
務
め
、
そ
の
後
A
・
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
（
〉
酵
難
く
碧
島
魯
σ
Φ
お
、
上
院
外
交
委
員
会
委
員
長
）

と
と
も
に
、
共
和
党
の
外
交
政
策
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
ド
イ
ツ
政
策
を
め
ぐ
る
国
務
省
と
共
和
党
の
超
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

派
外
交
を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
に
お
い
て
も
ダ
レ
ス
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

研
究
で
は
、
ダ
レ
ス
の
活
動
に
つ
い
て
全
面
的
な
分
析
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
超
党
派
外
交
と
い
う
観
点
か
ら
の
ダ
レ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

考
察
は
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
超
党
派
外
交
と
い
う
観
点
か
ら
従
来
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
H
・
フ
ー
バ
ー
（
H
｛
①
同
げ
Φ
円
［
国
O
O
く
Φ
円
）
共
和
党

元
大
統
領
の
ド
イ
ツ
報
告
（
一
九
四
七
年
三
月
一
八
鴇
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ー
バ
ー
の
ド
イ
ツ
報
告
は
陸
軍
省
・
O
M
G
U
S
に
よ
っ
て

企
画
さ
れ
、
そ
の
主
張
に
沿
っ
た
ド
イ
ツ
優
先
復
興
論
で
あ
り
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
の
基
本
方
向
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な

　
　
⑳

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
に
結
実
す
る
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
は
、
国
務
省
と
ダ
レ
ス
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
を
中
心
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

当
時
共
和
党
の
外
交
政
策
を
主
導
し
て
い
た
国
際
主
義
者
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
両
者
に
よ
る
ド
イ
ツ
政
策
を
め

ぐ
る
超
党
派
外
交
が
遂
行
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
が
議
会
に
お
い
て
共
和
党
の
同
意
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
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あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
ダ
レ
ス
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
こ
の
国
務
省
と
共
和
党
の
国
際
主
義
者
達
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
ド
イ
ツ
政
策
を
め
ぐ
る
超
党

派
外
交
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
が
、
共
和
党
多
数
の
議
会
に
お
い
て
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
歴
史
的
起

源
の
一
つ
を
示
す
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

　
以
下
、
本
稿
で
は
、
J
・
F
・
ダ
レ
ス
を
取
り
上
げ
、
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
前
後
の
活
動
を
中
心
に
、
超
党
派
外
交
と
い
う
観
点
か
ら
、
ア

メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
て
い
く
。
ま
ず
、
1
に
お
い
て
ダ
レ
ス
の
ド
イ
ツ
政
策
及
び
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
出
席
に
至
る

ま
で
の
過
程
に
関
し
て
分
析
を
行
う
。
そ
し
て
、
H
に
お
い
て
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
で
の
ダ
レ
ス
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す

⑫
る
。

①
こ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
に
関
し
て
は
牧
野
裕
『
冷
戦

　
の
起
源
と
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
睡
（
御
茶
の
水
書
房
、
～
九
九
三
年
）
二
三
六
～
六

　
ニ
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

②
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
に
お
け
る
ド
イ
ツ
復
興
問
題
の
位
置
に
つ
い
て
詳
し
く

　
は
、
紀
平
英
作
『
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
へ
の
道
』
（
山
川
出
版
社
、
～
九
九

　
六
）
、
特
に
二
〇
二
～
二
七
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

③
こ
こ
で
は
、
国
務
省
の
見
解
を
そ
の
後
主
流
派
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
ド
イ

　
ツ
分
割
器
で
代
表
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
務
省
が
一
枚
岩
だ
っ
た
わ
け
で
は

　
な
い
。
国
務
省
内
の
中
・
下
級
官
僚
を
中
心
に
「
統
合
復
興
論
」
と
い
う
べ
き
構

　
想
が
存
在
し
て
い
た
（
ζ
．
国
。
α
q
山
P
§
馬
さ
、
客
ミ
N
ミ
§
℃
翼
①
謹
網
。
門
ぎ
一
¢
o
。
刈
．

　
題
．
ω
α
～
刈
）
。
こ
の
官
僚
達
の
構
想
が
最
も
端
的
な
形
で
示
さ
れ
た
の
が
、
彼
ら

　
に
よ
っ
て
立
案
さ
れ
～
九
四
六
年
四
月
二
〇
日
に
J
・
F
・
バ
ー
ン
ズ
（
智
白
。
ω

　
閃
・
し
d
貿
器
ω
）
国
務
長
官
に
提
出
さ
れ
た
ア
チ
ソ
ン
H
ク
レ
イ
ト
ン
・
プ
ラ
ン
で

　
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
立
場
に
立
っ
て
問

　
題
を
解
決
す
る
事
が
主
張
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
の
政
策
と
し
て
国
連
の
下
に
ヨ
i

　
ロ
ッ
パ
経
済
を
統
括
す
る
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
機
構
を
設
立
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

　
経
済
統
合
と
政
治
統
合
を
す
す
め
全
欧
的
な
復
興
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
構
想
が

　
示
さ
れ
て
い
る
（
≦
マ
芝
．
田
。
繋
。
牽
§
偽
b
§
鴇
§
駄
肉
ミ
愚
恥
息
ミ
ぎ
、
ミ

　
尋
、
自
㍉
賊
リ
へ
9
↓
Φ
諸
霧
導
一
〇
◎
。
刈
も
℃
．
り
鼻
～
嵩
①
）
。
こ
の
構
想
で
は
、
ソ
連
が
排

　
除
さ
れ
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
提
案
自
体
は
ド
イ
ツ

　
分
割
論
か
ら
の
批
判
を
受
け
、
主
流
派
の
地
位
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
（
カ
。
ω
8
牽
§
み
薯
」
卜
。
O
～
O
）
。
ま
た
、
こ
の
構
想
は
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
立

　
案
時
に
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
な
ど
全
ヨ
…
ロ
ッ
パ
統
合
復
興
論
者
に
よ
っ
て
作
成

　
さ
れ
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
中
で
再
現
す
る
が
、
こ
の
時
も
、
国
連
の
利
用
1
ー
ソ
連

　
に
拒
否
権
を
許
す
、
と
考
え
ら
れ
葬
り
去
ら
れ
た
（
油
井
大
三
郎
『
戦
後
世
界
秩

　
序
の
形
成
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
二
八
～
～
六
ペ
ー
ジ
）
。

④
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
中
で
、
ケ
ナ
ン
は
ソ
連
の
ド
イ
ツ
政
策
の
目
的
を
、
①

　
オ
ー
デ
ル
・
ナ
イ
セ
線
の
承
認
、
②
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
化
の
二
点
で
あ
る
と
分

　
住
す
る
。
ケ
ナ
ン
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
オ
ー
デ
ル
・
ナ
イ
セ
線
を
承

　
認
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、
と
る
べ
き
選
択
肢
は
二
つ
し
か
な
い
。
①
ソ
連
の
影
響

聯

107 （637）



　
下
に
あ
る
統
一
ド
イ
ツ
か
、
②
分
割
さ
れ
、
西
側
へ
と
結
合
さ
れ
た
分
割
ド
イ
ツ

　
か
、
で
あ
る
。
「
ケ
ナ
ン
か
ら
バ
ー
ン
ズ
へ
扁
（
一
⑩
臨
■
ω
・
9
轍
魚
q
ω
謙
譲
①
－
＜
－

　
署
．
9
①
～
b
。
O
）
。
ま
た
、
ケ
ナ
ン
の
ド
イ
ツ
政
策
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
鈴
木
健

　
人
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン
と
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ー
「
封
じ
込
め
」
構
想
と
ド

　
イ
ツ
問
題
の
関
係
を
中
心
に
1
扁
（
『
歴
史
学
研
究
漏
第
五
七
一
号
、
　
一
九
八
七

　
年
九
月
）
を
参
照
。

⑤
ケ
ナ
ン
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
局
局
長
F
・
マ
シ
ュ
ー
ズ

　
（
閃
【
⑦
Φ
肖
P
P
ρ
頃
’
ζ
蝉
雰
7
Φ
♂
く
o
o
）
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
後
、

　
マ
シ
ュ
ー
ズ
は
国
務
省
内
の
ド
イ
ツ
分
割
論
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
た
。
こ

　
の
点
及
び
、
ケ
ナ
ン
の
ド
イ
ツ
分
翻
論
が
政
権
内
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、

　
一
．
O
ぎ
げ
Φ
r
§
免
Q
曇
誠
駄
き
鴨
§
議
ぎ
鳶
、
奪
劇
ω
欝
a
o
「
9
一
Φ
蕊
噛
薯
・
お
一

　
～
ω
ω
及
び
、
》
．
ω
冨
嘗
磐
ω
o
⇒
一
肉
§
隷
§
轡
§
ミ
瀞
》
隷
駄
笥
。
ミ
讐
国
識
§

　
ピ
。
巳
。
戸
巳
。
。
り
も
■
冨
O
を
参
照
。

⑥
ド
イ
ツ
復
興
問
題
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
起
源
を
形
成
す
る
燈
も
重
要
な

　
要
素
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
起
源
で
は
な
い
。
マ
…

　
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
起
源
全
般
に
つ
い
て
は
、
油
井
大
三
郎
、
苗
掲
書
、
特
に
第
七

　
章
を
参
照
。

⑦
～
九
四
六
年
＝
月
の
中
間
選
挙
の
結
果
、
議
席
数
は
、
上
院
二
四
五
対
一
八

　
八
、
下
院
五
　
対
四
五
で
共
和
党
が
多
数
を
占
め
た
。
ア
メ
リ
カ
で
上
下
両
院
議

　
会
が
政
権
の
対
外
政
策
に
対
し
て
持
つ
権
限
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
肥
田
進
「
ア

　
メ
リ
カ
の
超
党
派
外
交
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
（
『
名
城
法
学
別
冊
　
柏
木
還
暦

　
記
念
号
臨
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。

⑧
ま
た
、
実
業
界
の
人
問
と
し
て
ダ
レ
ス
を
捉
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ダ
レ

　
ス
は
サ
リ
バ
ン
＆
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
と
い
う
ウ
ォ
ー
ル
街
の
大
手
法
律
事
務
所
の

　
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
談
、
ド
イ
ツ
賠
償
問
題
を
め
ぐ
る
交
渉

　
な
ど
で
法
律
顧
問
と
し
て
働
く
と
同
蒔
に
、
戦
問
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
企
業
の

　
薫
製
投
資
、
ド
イ
ツ
企
業
の
対
米
投
資
業
務
を
取
り
扱
う
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
大

　
企
業
の
取
締
役
を
数
多
く
兼
任
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
九
年
に
上
院
議
員

　
へ
の
就
任
の
た
め
、
サ
リ
バ
ン
＆
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
を
辞
職
す
る
ま
で
、
事
実
上
の

　
最
高
費
任
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ダ
レ
ス
が
実
業
界
と
共

　
和
党
の
間
を
媒
介
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
以
上

　
ダ
レ
ス
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
関
’
℃
毎
器
①
芦
き
ぎ
♂
笥
ミ
b
N
ヘ
ミ
漁
窯
Φ
≦
《
o
「
置

　
6
。
。
N
■
及
び
、
客
じ
雛
餌
σ
q
o
お
三
二
繕
い
首
落
一
庫
ρ
臨
巨
匠
起
§
ミ
寡
魅
緊
§
§
・

　
ミ
ミ
勲
。
遷
駄
§
卜
即
き
窺
§
駄
恥
隔
賎
ミ
磐
§
娩
O
、
§
§
舞
お
。
。
。
。
．
を
参
照
。

⑨
密
な
先
行
研
究
と
し
て
以
下
の
も
の
を
参
照
。
Ω
虫
。
・
Φ
暑
①
茜
b
ミ
§
轟
琳
富

　
臣
ミ
、
寒
Q
》
ミ
馬
試
§
嵩
b
駐
鴇
§
ミ
b
き
§
Q
馬
ヨ
§
ミ
N
℃
無
山
b
も
⑩
0
9
箏

　
鐸
凱
α
Q
Φ
ぐ
穿
く
①
邑
受
診
㊦
。
。
ω
り
窯
Φ
謹
嘱
。
長
一
④
Φ
①
．
、
　
Ω
巨
げ
Φ
却
愚
．
ミ
、

　
国
。
σ
Q
弾
碁
魯
瓢
計
真
鍋
俊
二
明
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
占
領
政
策
齢
（
法
律
文
化
社
、

　
一
九
八
九
年
）
、
牧
野
裕
、
前
掲
書
、
纂
六
章
、
安
野
正
明
「
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ

　
ツ
占
領
政
策
」
（
油
井
他
編
噸
占
領
政
策
の
国
際
比
較
㎞
（
三
省
堂
、
　
一
九
九
四

　
年
）
所
収
）
、
古
内
博
行
「
ド
ル
条
項
問
題
と
西
ド
イ
ツ
経
済
の
復
興
」
（
廣
田
功
、

　
森
健
資
編
出
戦
後
再
建
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
　
復
興
か
ら
統
合
へ
蜘
日
本
経
済

　
評
論
社
、
一
九
九
八
年
）
所
収
。

⑩
フ
…
バ
ー
報
告
は
、
ア
メ
リ
カ
の
納
税
者
を
ド
イ
ツ
へ
の
援
助
負
担
か
ら
救
う

　
た
め
に
は
ド
イ
ツ
を
優
先
的
に
復
興
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
を
そ
の
骨

　
子
と
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
妾
説
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
周
辺
国
の
要
求
と
衝
突
す
る

　
も
の
で
あ
り
、
国
務
省
に
と
っ
て
は
受
入
不
可
能
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
拙
稿

　
「
H
・
フ
ー
バ
ー
（
H
H
Φ
【
げ
①
【
酔
閏
O
O
＜
①
H
）
の
ド
イ
ツ
報
告
（
一
九
四
七
年
三
月

　
一
八
日
）
と
そ
の
歴
史
的
位
置
」
（
京
都
大
学
『
経
済
論
叢
翫
二
〇
〇
～
年
一
月

　
号
、
掲
載
予
定
）
を
参
照
。

⑪
共
和
党
内
に
お
け
る
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
ら
国
際
主
義
者
の
外
交
分
野
に
お
け

　
る
主
導
権
の
確
立
過
程
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
安
藤
次
男
『
ア
メ
リ
カ
自
由
主
義

（638）108



J・F・ダレス（John　Foster　Du王les）とアメリカのドイツ経済復興政策（河崎）

　
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
匝
（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。

⑫
本
稿
で
使
用
す
る
代
表
的
な
資
料
に
つ
い
て
こ
こ
で
記
し
て
お
く
。
ま
ず
、
ダ

　
レ
ス
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
ω
㊦
巴
Φ
《
O
’
ζ
巳
儒
鼠
。
屋
G
。
o
嵩
冥
U
ぴ
舜
門
ざ
勺
瓜
⇒
－

　
o
⑦
δ
口
φ
ぼ
く
①
鼠
受
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
日
ゲ
Φ
勺
昌
費
し
。
o
こ
。
ぎ
閃
。
簿
Φ
「
】
）
篇
W

　
ド
ω
よ
り
、
〉
．
ω
色
⑦
0
8
島
O
o
窺
Φ
巷
。
巳
Φ
⇒
8
鴇
。
己
円
位
讐
Φ
畠
窓
簿
①
嵩
鉱
及
び
、

　
開
．
○
｛
ゆ
魚
巴
℃
¢
ぴ
聞
〇
四
印
o
p
即
P
ご
d
o
¢
鵠
旧
く
。
ご
ヨ
Φ
ρ
し
d
o
拷
0
ω
ω
レ
リ
蒔
メ
O
o
¢
p
o
臨

　
O
｛
鳴
9
色
α
Q
P
ζ
ぎ
婆
㊦
声
窓
卿
目
上
δ
～
〉
網
島
㈹
♪
＜
O
ξ
ヨ
⑦
一
を
使
用
し
た

　
（
以
下
こ
の
資
料
か
ら
の
出
典
を
記
す
場
合
、
前
者
は
U
℃
、
後
者
は
O
閃
ζ
一

　
U
℃
と
略
す
。
以
下
括
弧
内
の
記
号
は
同
様
の
こ
と
を
意
味
す
る
）
。
ま
た
、
モ

　
ス
ク
ワ
外
相
会
談
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
以
下
の
二
つ
の
資
料
集
を
使
用
し
た
。

1

○
．
℃
．
図
ぎ
亀
①
σ
饅
σ
q
①
さ
§
笥
O
馬
ミ
榊
§
肉
ら
§
ミ
壽
¢
三
山
め
A
＼
㌔
O
隷
§
，
駐
、

黍
醤
ミ
＆
ミ
篶
碁
ト
ミ
鳴
、
箏
6
ミ
類
鴨
賢
い
。
践
8
し
り
。
。
ρ
（
囲
ピ
）
、
q
ω
．
U
①
冨
噌
7

ヨ
①
茸
o
h
ω
鼠
〔
ρ
さ
鳶
歯
嵩
沁
鳴
ミ
翫
§
勉
駄
導
帖
S
帖
馬
ミ
恥
ミ
㌧
題
N
鴨
へ
N
d
■
ω
■
O
■
℃
．
○
．
－

芝
窃
謀
口
α
q
8
戸
（
閃
閑
¢
ω
）
。
前
者
は
、
嶺
時
国
務
省
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
部

門
（
以
下
O
＞
と
略
す
）
に
勤
務
し
、
モ
ス
ク
ワ
会
談
に
も
参
廻
し
た
キ
ン
ド

ル
バ
ー
ガ
ー
自
身
の
書
簡
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
国
務
省
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
た
最
も
暴
本
的
な
資
料
集
で
あ
る
。
O
M
G
U
S
長
漬
L
・
ク
レ
イ

（
い
‘
o
ご
ω
O
犀
錯
）
に
つ
い
て
は
J
・
ス
ミ
ス
（
冒
き
ω
巨
些
）
に
よ
る
資
料
集
、

§
恥
ぽ
ミ
舅
臓
卜
N
、
甑
二
輪
Ω
葦
ゆ
一
〇
〇
ヨ
貯
α
q
8
戸
ぎ
餅
一
Φ
置
■
（
O
℃
）
を
使
用

し
た
。

J
・
F
・
ダ
レ
ス
の
ド
イ
ツ
政
策
と
ト
ル
ー
マ
ン
政
権

　
働
ダ
レ
ス
の
ド
イ
ツ
政
策

　
ダ
レ
ス
は
戦
時
中
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
問
題
に
強
い
関
心
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
国
連
創
設
会
議
や
ロ
ン
ド
ン
外
相
会
談
（
一
九
四
五
年

九
月
）
な
ど
に
参
加
す
る
中
で
ソ
連
に
対
す
る
不
信
感
を
増
大
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
実
弟
A
・
ダ
レ
ス
（
》
＝
Φ
嶺
ぐ
く
’
回
）
¢
一
一
Φ
o
Q
）
か
ら
ド
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

経
済
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
崩
壊
と
そ
の
復
興
の
困
難
性
を
訴
え
る
手
紙
が
ダ
レ
ス
に
送
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
と
、
ソ
連
に
対
抗
す
る
事
の
重
要
性
を
認
識
し
た
ダ
レ
ス
は
、
新
し
い
政
策
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
そ
し
て
、
ソ
連
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

響
を
排
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
の
必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
ソ
連
外
交
に
対
す
る
批
判
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
行

わ
れ
た
の
が
バ
ー
ン
ズ
の
ド
イ
ツ
問
題
に
関
す
る
演
説
で
あ
っ
た
。

　
バ
ー
ン
ズ
は
パ
リ
講
和
会
議
の
合
間
を
縫
っ
て
、
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
声
明
を
発
表
し
た
（
～
九
四
六
年
九
月
六
日
）
。
バ
ー
ン
ズ
は
こ
の
中
で
、

ソ
連
が
要
求
す
る
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
に
対
し
て
反
対
し
、
も
し
こ
れ
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
産
業
水
準
を
増
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
実
行
は
、
単
一
経
済
体
原
則
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
現
在
実
行
さ
れ

て
い
な
い
、
と
中
央
行
政
機
関
に
反
対
し
て
い
る
仏
と
ソ
連
を
批
判
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
に
対
し
て
、
米
英
ゾ
ー
ン
の
統
合
を
推
進
し
、

「
自
立
し
た
」
ド
イ
ツ
経
済
構
築
へ
と
進
む
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
要
求
で
あ
る
ザ
ー
ル
の
割
譲
を
認
め
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ル
ー
ル
・
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
地
域
の
資
源
を
国
際
管
理
す
る
と
い
う
提
案
は
拒
絶
し
た
。

　
こ
の
演
説
の
内
容
を
知
っ
た
ダ
レ
ス
は
、
バ
ー
ン
ズ
が
ド
イ
ツ
復
興
路
線
を
公
式
に
打
ち
出
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
一
方
、
「
ド
イ
ツ
問
題

を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
、
経
済
的
統
合
を
増
大
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
の
中
で
直
視
す
る
事
が
よ
り
良
い
と
思
わ
れ
る
」
と
不
満
を
表
明
し

④た
。
つ
ま
り
、
ダ
レ
ス
は
バ
ー
ン
ズ
が
ソ
連
と
妥
協
せ
ず
、
強
力
な
ド
イ
ツ
の
設
立
を
主
張
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
一
方
、
そ
れ
が
ル
ー

ル
の
国
際
管
理
に
反
対
し
て
い
る
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
枠
組
み
の
中
で
、
ド
イ
ツ
問
題
の
解
決
を
志
向
し
て
い
な
い
こ
と
に
不
満
を
感
じ

た
。
私
信
の
中
で
、
ダ
レ
ス
は
ル
ー
ル
の
国
際
管
理
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
ド
イ
ツ
問
題
の
解
決
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
指
摘

　
　
　
⑤

し
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
ダ
レ
ス
は
ド
イ
ツ
問
題
を
討
議
す
る
予
定
で
あ
っ
た
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
に
向
け
て
、
自
ら
の
ド
イ
ツ
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に

活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
一
九
四
七
年
一
月
一
七
日
の
全
国
出
版
協
会
で
の
演
説
で
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
月
二
五
日
（
共
和

党
女
性
全
国
套
）
・
二
月
δ
旦
禺
新
聞
協
会
）
と
立
て
続
け
に
演
説
を
行
つ
と
と
も
に
・
支
薯
と
の
接
触
を
行
つ
畑
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
で
は
、
ダ
レ
ス
の
ド
イ
ツ
政
策
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
内
容
を
　
月
一
七
日
の
演
説
を
中
心
に
分
析
し
て
い
く
。
こ
の

演
説
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
～
九
四
七
年
中
ア
メ
リ
カ
の
外
交
課
題
の
明
確
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
中
心
的
な
位
置
を
占
め
た
の
は
、
ソ
連
の

外
交
政
策
の
評
価
と
ド
イ
ツ
問
題
で
あ
っ
た
。

　
ダ
レ
ス
に
よ
る
と
、
ソ
連
は
「
世
界
中
で
の
社
会
主
義
革
命
」
と
「
国
家
的
な
膨
張
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
戦
時
中
か
ら
ソ
連

は
こ
の
目
的
を
追
求
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
四
五
年
の
ロ
ン
ド
ン
外
相
会
談
で
の
冥
罰
の
ソ
連
膨
張
主
義
の
拒
絶
に
よ
っ
て
、
こ
の
目
的

は
挫
折
し
た
。
し
か
し
、
ソ
連
は
一
九
四
六
年
に
も
単
独
で
膨
張
主
義
を
追
求
し
、
世
界
中
が
ソ
連
の
侵
略
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
、
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こ
の
ソ
連
の
侵
略
も
失
敗
し
た
。
こ
の
侵
略
を
失
敗
さ
せ
た
最
大
の
貢
献
は
ア
メ
リ
カ
に
帰
せ
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
の
膨
張
主
義
に
対

し
て
断
固
た
る
「
ノ
ー
」
を
突
き
つ
け
た
事
が
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ソ
連
は
後
退
し
た
。
し
か
し
、
ソ
連
が
膨
張
主
義
を
捨
て

た
わ
け
で
は
な
い
。
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
局
面
に
お
い
て
の
ソ
連
の
挑
戦
は
ま
す
ま
す
力
強
さ
を
増
す
で
あ
ろ
う
」
。
一
九
四
七
年
に
も
こ
う

し
た
ソ
連
の
攻
撃
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
は
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
ダ
レ
ス
が
現
時
点
で
の
最
大
の
課
題
と
す
る
の
が
、
ド
イ
ツ
問
題
を
取
り
扱
う
モ
ス
ク
ワ
会
談
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
ド
イ
ツ

を
扱
う
も
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
問
題
を
扱
う
」
こ
と
に
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
扱
う
も
の
は
「
世
界
で
最
も
危
険
な
地
域
」
を
扱
う
事
に

な
る
か
ら
だ
。
で
は
、
ド
イ
ツ
は
い
か
な
る
方
法
で
扱
わ
れ
る
べ
き
か
。
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
連
邦
化
し
、
市
場
の
大
規
模
化
に
よ
る
経
済

　
　
⑧

的
繁
栄
を
達
成
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
中
心
を
構
成
す
る
」
ル
ー
ル
・
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
資

源
、
工
業
力
を
国
際
的
な
管
理
の
下
に
置
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
経
済
力
は
軍
事
目
的
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
の
中
に
封
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
安
定
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
が
、
ダ
レ
ス
演
説
の
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ソ
連
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
関
係
に
関
し
て
明
確
に
言
及
し
て
い
な
い
。
ダ
レ
ス
は
、

後
の
演
説
や
書
簡
で
、
彼
が
構
想
す
る
統
合
に
ソ
連
が
同
意
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ソ
連
を
拒
絶
は
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
ソ
連
が

統
合
に
同
意
す
る
可
能
性
は
「
楽
観
的
で
は
な
い
」
。
そ
し
て
、
「
ソ
連
は
経
済
統
合
を
構
想
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
単
に
共
産
主
義
が
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ち
立
て
ら
れ
た
後
の
み
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
統
合
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
ソ
連
の
排
除
を
想
定
し
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ダ
レ
ス
は
、
ソ
連
の
「
膨
張
主
義
」
に
対
抗
す
る
必
要
性
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
大
陸
諸
国
に
対

し
て
要
求
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
統
合
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
経
済
力
を
封
じ
込
め
、
軍
事
的
に
無
力
化
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
資
源
、
工
業

力
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
復
興
の
た
め
に
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ダ
レ
ス
は
ル
ー
ル
の
国
際
管
理
に
よ
る
そ
の

資
源
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
よ
る
利
用
と
い
う
点
を
軸
に
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
実
現
し
、
単
｝
巨
大
市
場
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
ド
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ツ
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
復
興
を
構
想
し
て
い
た
。
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ま
た
、
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
一
九
四
七
年
一
月
一
七
日
の
演
説
は
事
前
に
、
ダ
レ
ス
の
背
景
を
な
す
二
つ
の
勢
力
か
ら
了
解
を
得
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

点
で
あ
る
。
第
一
の
勢
力
は
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
と
デ
ュ
ー
イ
を
中
心
と
す
る
共
和
党
国
際
主
義
者
グ
ル
ー
プ
の
支
持
で
あ
る
。
共
和
党
で

は
、
ダ
レ
ス
演
説
に
呼
応
し
て
、
」
・
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
（
8
ヨ
澤
§
男
巳
窪
σ
q
げ
酔
）
上
院
議
員
を
中
心
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
・
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

的
連
邦
化
を
求
め
る
決
議
案
が
上
下
両
院
に
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
共
和
党
は
、
一
九
四
六
年
の
中
間
選
挙
で
圧
勝
し
、
一

九
四
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
議
会
の
上
下
両
院
で
多
数
派
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
対
外
政
策
へ
の
発
言
力
も
大
幅
に
増
大
し
て
お
り
、

ダ
レ
ス
を
支
え
る
巨
大
な
力
と
な
っ
て
い
た
。

　
第
二
の
勢
力
は
、
A
・
ダ
レ
ス
が
理
事
長
を
務
め
る
外
交
問
題
評
議
会
（
C
F
R
）
の
支
持
で
あ
る
。
A
・
ダ
レ
ス
は
C
F
R
に
お
い
て
ド

イ
ツ
問
題
研
究
会
を
組
織
し
、
c
F
R
に
集
結
す
る
実
業
界
の
勢
力
－
特
に
対
外
関
係
に
利
害
を
有
す
る
多
国
籍
企
業
、
輸
出
企
業
1
か
ら
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

イ
ツ
分
割
、
ル
ー
ル
の
国
際
管
理
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
経
済
復
興
政
策
へ
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
た
。
ダ
レ
ス
演
説
は
、
ド
イ
ツ
政
策
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
て
C
F
R
で
討
論
さ
れ
て
い
た
内
容
を
下
敷
き
に
し
て
い
た
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
演
説
は
以
上
二
つ
の
勢
力
1
…
C
F
R
に
集
結
し
て
い
た
実
業
界
の
勢
力
と
共
和
党
一
の
了
解
を
背
景
と
し
て
行
わ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
演
説
の
前
に
、
バ
ー
ン
ズ
と
B
・
コ
ー
エ
ン
（
b
ご
魯
す
日
ぼ
く
・
O
o
冨
口
、
国
務
省
顧
問
）
と
ド
イ
ツ
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

話
し
合
い
、
そ
の
内
容
も
演
説
の
申
に
生
か
さ
れ
た
。
ダ
レ
ス
構
想
は
演
説
が
な
さ
れ
る
前
に
す
で
に
多
く
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
た
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
ダ
レ
ス
は
自
己
の
見
解
を
効
果
的
に
モ
ス
ク
ワ
会
談
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
以
降
の
演
説
で
も
ダ
レ
ス
は
ル
ー
ル
国
際
管
理
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
主
張
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
と
国
内
外

の
世
論
に
対
し
て
自
ら
の
見
解
を
ア
ピ
ー
ル
し
続
け
た
。
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働
ダ
レ
ス
の
ド
イ
ツ
政
策
へ
の
支
持
と
反
論

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
持
っ
た
ダ
レ
ス
演
説
に
対
し
て
、

多
く
の
支
持
と
反
論
が
よ
せ
ら
れ
た
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
分
析
し
て
い
く
。
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ま
ず
、
ダ
レ
ス
演
説
に
対
す
る
支
持
か
ら
見
て
い
こ
う
。
ア
メ
リ
カ
政
府
部
内
で
は
、
」
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
（
耳
垂
。
。
＜
．
勺
。
需
ω
蕊
、
海
軍

長
官
）
、
A
・
ハ
リ
マ
ン
（
諺
く
興
Φ
鵠
≦
9
国
餌
賦
重
き
、
商
務
長
官
）
、
B
・
バ
ル
ー
ク
（
ゆ
強
襲
益
ζ
・
b
σ
餌
毎
魯
、
国
連
原
子
力
委
員
会
主
席
代
表
）
か
ら

賛
成
の
書
簡
が
よ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
コ
ー
エ
ン
は
「
思
慮
深
く
か
つ
刺
激
的
な
」
演
説
で
あ
っ
た
、
と
い
う
肯
定
的
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
I
M
F
初
代
専
務
理
事
（
前
ベ
ル
ギ
ー
蔵
相
）
の
C
・
ダ
ー
ト
（
9
鼠
一
一
Φ
O
葺
）
と
も
会
談
を
行
い
、
「
画
期
的
で
あ
る
」
と
の
支
持
を

　
　
　
⑯

獲
得
し
た
。
次
に
他
国
か
ら
の
支
持
で
あ
る
。
ダ
レ
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
の
駐
米
大
使
か
ら
賛
成
の
書
簡
を
受
け
取
っ

た
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
で
あ
る
H
・
ボ
ネ
（
賄
Φ
昌
惟
一
b
σ
O
口
昌
①
偉
）
は
、
ダ
レ
ス
演
説
を
賞
賛
し
、
「
私
は
ド
イ
ツ
の
再
構
築
に
対
し
て
、
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

合
国
1
…
特
に
米
仏
1
の
間
で
、
そ
れ
が
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
こ
と
を
非
常
に
希
望
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
演
説
は
、
国
内
の
新
聞
、

雑
誌
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
、
雑
誌
に
お
い
て
も
数
多
く
好
意
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
著
名
な

ジ
ャ
1
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
W
・
リ
ッ
プ
マ
ン
（
≦
聾
臼
¢
毛
暴
舅
）
は
彼
の
コ
ラ
ム
の
中
で
、
こ
の
演
説
を
取
り
上
げ
、
「
彼
の
ド
イ
ツ
擁

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
計
画
は
、
最
後
の
希
望
と
…
…
真
実
で
あ
る
。
…
…
ダ
レ
ス
が
政
府
に
採
用
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
政
策
は
、
ド
イ
ツ
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

考
え
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
重
要
な
人
々
が
行
く
こ
と
を
希
望
す
る
道
で
あ
る
」
と
賞
賛
し
、
政
府
に
そ
の
採
用
を
要
求
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
反
論
も
多
く
現
れ
た
。
特
に
、
ソ
連
は
ダ
レ
ス
演
説
の
内
容
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
取
り
上
げ
ず
、
ダ
レ
ス
及
び
、
そ
の
弟
で

あ
る
A
・
ダ
レ
ス
の
戦
前
・
戦
中
の
経
歴
を
取
り
上
げ
、
ダ
レ
ス
を
戦
前
か
ら
の
「
親
ナ
チ
」
で
あ
る
と
強
烈
に
批
判
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

力
共
産
党
機
関
紙
§
鴨
b
ミ
遂
き
簿
ミ
も
同
様
に
ダ
レ
ス
に
対
す
る
批
判
を
行
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ソ
連
（
及
び
ア
メ
リ
カ
の
左
翼
）
か
ら
多
く
の
反
論
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
い
て
他
に
批
判
が
な
か
っ
た

訳
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
批
判
で
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
与
党
で
あ
る
民
主
党
か
ら
ダ
レ
ス
に
寄
せ
ら
れ
た
反
論
で
あ
る
。

㈲
ダ
レ
ス
羅
マ
ー
シ
ャ
ル
会
談

民
主
党
に
よ
る
批
判
は
ま
ず
、
民
主
党
上
院
議
員
の
C
・
ペ
ッ
パ
ー
（
Ω
帥
鼠
Φ
℃
①
竈
葭
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

ペ
ッ
パ
ー
は
ダ
レ
ス
の
演
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説
を
ド
イ
ツ
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
反
論
し
た
上
で
、
こ
の
演
説
は
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
超
党
派
外
交
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

攻
撃
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
さ
ら
に
、
民
主
党
内
で
の
反
感
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
ト
ル
ー
マ
ン
自
身
の
も
の
で
あ
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
も
、
ダ
レ
ス
の
演
説
を
超
党
派

外
交
に
対
す
る
攻
撃
と
見
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ト
ル
ー
マ
ン
自
身
、
こ
れ
ま
で
の
自
政
権
の
対
外
政
策
が
十
分
に
共
和
党
の
意
向
を
受
け
入
れ

て
推
進
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
ダ
レ
ス
の
演
説
は
、
共
和
党
が
ド
イ
ツ
と
中
欧
に
対
し
て
こ
れ
ま
で

両
党
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
政
策
を
批
判
す
る
こ
と
で
、
外
交
上
の
責
任
を
回
避
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

バ
ー
ン
ズ
に
書
簡
で
述
べ
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
。
バ
ー
ン
ズ
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
と
同
じ
く
、
ダ
レ
ス
演
説
を
共
和
党
の
責
任

回
避
の
試
み
と
捉
え
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
提
案
を
拒
否
し
た
場
合
、
ダ
レ
ス
及
び
共
和
党
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
て
し
ま
う
。
逆
に
政
府
が
ダ
レ

ス
の
見
解
を
採
用
し
た
場
合
も
共
和
党
の
「
手
柄
」
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
ダ
レ
ス
演
説
は
、
そ
う
し
た
位
置
に
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
を
追
い
込
む

戦
略
を
持
っ
て
い
る
と
バ
ー
ン
ズ
は
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
ダ
レ
ス
に
国
連
代
表
の
地
位
を
保
証
し
、
事
前
に
政
府
の
政
策
立
案
に
関
わ
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
こ
と
で
共
和
党
の
攻
撃
を
抑
制
す
べ
き
だ
、
と
い
う
提
案
を
な
し
た
。

　
こ
う
し
た
ト
ル
ー
マ
ン
と
バ
ー
ン
ズ
の
や
り
取
り
の
背
景
に
あ
る
の
は
共
和
党
が
多
数
を
占
め
る
上
下
両
院
の
状
況
で
あ
っ
た
。
先
述
し
た

よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
議
会
が
対
外
政
策
に
対
し
て
か
な
り
強
力
な
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
共
和
党

と
の
超
党
派
外
交
を
堅
持
・
遂
行
す
る
こ
と
が
、
最
も
必
要
な
局
面
に
き
て
い
た
。

　
以
上
の
状
況
の
中
、
国
務
省
は
、
モ
ス
ク
ワ
会
談
開
始
を
前
に
し
て
、
超
党
派
外
交
を
志
向
し
た
。
～
月
に
バ
ー
ン
ズ
か
ら
国
務
長
官
を
引

き
継
い
だ
G
・
マ
ー
シ
ャ
ル
（
○
Φ
9
α
q
Φ
ζ
霧
訂
＝
）
は
二
月
四
日
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
と
T
・
コ
ナ
リ
ー
（
凄
。
ヨ
霧
O
。
津
p
ξ
、
民
主
党
上
院

議
員
）
に
モ
ス
ク
ワ
会
談
へ
の
同
行
を
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
両
者
と
も
、
議
会
の
審
議
（
イ
タ
リ
ア
な
ど
と
の
平
和
条
約
締
結
の
審
議
）
が
多
忙

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
モ
ス
ク
ワ
へ
の
同
行
を
拒
絶
し
た
。
だ
が
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
自
分
の
代
理
と
し
て
ダ
レ
ス
の
モ
ス
ク
ワ
行
き
を

　
　
　
⑳

推
薦
し
た
。
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J・F・ダレス（John　Foster　Dulles）とアメリカのドイツ経済復興政策（河鋳）

　
し
か
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
か
ら
ダ
レ
ス
に
は
モ
ス
ク
ワ
会
談
出
席
の
要
請
は
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
二
月
七
日
の
マ
ー
シ
ャ
ル
の
演
説
は
、
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ス
ク
ワ
会
談
へ
の
共
和
党
員
の
同
行
を
否
定
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
月
九
日
、
ダ
レ
ス
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
ド
イ
ツ
問
題
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
た
い
、
と
い
う
書
簡
を
送
付
し
た
。
そ
の
書
簡
の
中
で
ダ
レ
ス
は
「
私
は
、
あ
な
た
が
モ
ス
ク
ワ
に
立
つ
前
に
、
ド
イ
ツ
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
…
…
も
ち
ろ
ん
、
私
は
こ
の
こ
と
で
超
党
派
的
な
協
力
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
共
和
党
の
意
向
を
踏
ま
え
た
超
党
派
外
交
の
遂
行
を
要
求
し
た
。
こ
の
ダ
レ
ス
の
要
請
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

結
果
、
二
月
二
三
日
に
両
者
は
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
側
で
は
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
か
ら
の
要
求
を
受
け
て
ダ
レ
ス
の
処
遇
に
つ
い
て
の
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
ト

ル
ー
マ
ン
は
、
二
月
四
日
の
バ
ー
ン
ズ
へ
の
書
簡
で
、
ダ
レ
ス
の
モ
ス
ク
ワ
行
き
の
件
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
て
い
た
。
バ
ー
ン
ズ
は
、
ヴ

ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
が
ダ
レ
ス
の
モ
ス
ク
ワ
へ
の
同
行
を
要
求
し
た
点
を
重
視
し
、
ダ
レ
ス
を
モ
ス
ク
ワ
へ
と
問
行
さ
せ
、
超
党
派
的
な
協
力
を

維
持
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
ト
ル
ー
マ
ン
と
マ
ー
シ
ャ
ル
は
ダ
レ
ス
の
モ
ス
ク
ワ
行
き
を
決
定
し
、
そ
の
こ
と
を
二
月
一
四

日
付
の
書
簡
で
バ
ー
ン
ズ
に
伝
え
た
。
強
力
な
共
和
党
議
会
を
背
景
と
し
た
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
の
介
入
が
ダ
レ
ス
の
モ
ス
ク
ワ
行
き
を
決
定

　
　
　
　
　
　
⑳

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
二
月
二
三
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
を
マ
ー
シ
ャ
ル
と
の
会
談
の
た
め
に
訪
れ
た
ダ
レ
ス
は
、
会
談
の
前
に
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
と
コ
ー
エ
ン
と

　
　
⑳

会
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
共
和
党
員
は
招
か
れ
な
い
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
る
と
述
べ
、
こ
れ
は
共
和
党
に
民
主
党
の
政
策
を
自

由
に
批
判
す
る
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
歓
迎
し
て
い
た
。
コ
ー
エ
ン
は
強
調
点
や
雷
雲
が
若
干
異
な
る
が
、
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
、
ダ
レ
ス
が
演
説
で
表
現
し
た
点
に
反
対
は
な
い
と
述
べ
た
。
こ
の
二
人
と
の
会
談
を
経
て
、
ダ
レ
ス
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
と
の
会
談
に

臨
ん
だ
。

　
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
ダ
レ
ス
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
の
表
明
を
要
請
し
た
。
ダ
レ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
定
1
1
経
済
的
安
定

で
あ
る
、
と
い
う
自
己
の
信
念
を
述
べ
た
後
、
①
ソ
連
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
統
合
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
②
ド
イ
ツ
経
済
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は
ル
ー
ル
地
域
を
中
心
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
統
合
を
行
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
ド
イ
ツ
復
興
問
題
に
対
す
る
自
説
を
展
開
し

た
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
と
協
調
す
る
必
要
性
を
薄
く
さ
せ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
自
分
の
構
想
が
対
ソ
政
策
と
し
て
も
有
効
で
あ
る

点
を
強
調
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
と
の
協
調
以
外
の
選
択
肢
を
持
っ
て
い
な
い
と
ソ
連
は
一
致
に
向
け
て
の
努
力
を
し
な
い
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
ダ
レ
ス
に
モ
ス
ク
ワ
行
き
を
要
請
し
た
。
ダ
レ
ス
に
と
っ
て
こ
れ
は
予
想
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
ら
と
の
相
談
後
、
翌
日
返
事
を
行
う
と
し
た
。

　
ダ
レ
ス
の
相
談
に
対
し
て
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
招
待
が
な
け
れ
ば
超
党
派
外
交
崩
壊
の
責
任
を
民
主
党
に
帰
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
招

待
が
あ
っ
た
た
め
不
可
能
と
な
り
、
民
主
党
の
失
策
へ
の
批
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
共
和
党
に
超
党
派
外
交
崩
壊

の
批
判
が
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
こ
の
招
待
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
そ
の
際
、
①
ダ
レ
ス
が
ソ
連
か
ら
批
判
さ
れ

て
い
る
が
、
会
議
の
決
裂
後
、
そ
れ
を
決
裂
の
原
因
と
し
な
い
、
②
ダ
レ
ス
は
共
和
党
の
推
薦
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
呼
ば
れ
る
べ
き
人
間
で

あ
る
、
③
共
和
党
は
こ
の
子
孫
を
要
求
し
て
い
な
い
、
と
い
う
点
を
確
認
す
べ
き
だ
、
と
述
べ
た
。
ま
た
、
デ
ュ
ー
イ
は
、
超
党
派
外
交
は
発

展
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
と
述
べ
、
ダ
レ
ス
の
モ
ス
ク
ワ
行
き
に
賛
成
し
た
。

　
コ
ー
エ
ン
は
、
ダ
レ
ス
が
そ
の
招
聰
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
強
い
希
望
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
熟
語
省
内
で
は
、
R
・
マ
ー
フ
ィ
ー

（
菊
・
ぴ
Φ
昏
ζ
霞
℃
ξ
、
O
M
G
U
S
政
治
問
題
担
当
顧
問
）
と
ク
レ
イ
の
反
フ
ラ
ン
ス
的
な
観
点
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
強
化
と
い
う
点
に
関
し
て
結

論
を
困
難
に
し
て
い
る
が
、
現
在
は
マ
シ
ュ
ー
ズ
の
観
点
に
よ
っ
て
中
和
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ
た
。
コ
ー
エ
ン
は
ダ
レ
ス
の
参
加
に
よ
っ
て

マ
ー
フ
ィ
i
、
ク
レ
イ
ら
の
反
フ
ラ
ン
ス
的
1
1
親
ド
イ
ツ
的
な
視
点
を
除
去
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
O
M
G
U
S
の

ド
イ
ツ
経
済
優
先
復
興
論
の
主
張
を
、
ダ
レ
ス
の
力
を
借
り
て
モ
ス
ク
ワ
会
談
に
お
い
て
除
心
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ダ
レ
ス
は
翌
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

共
和
党
側
の
超
党
派
外
交
の
担
い
手
と
し
て
、
同
行
を
受
諾
し
た
。
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J・F・ダレス（John　Foster　Dulles）とアメリカのドイツ経済復興政策（河崎）

　
回
　
ベ
ル
リ
ン
準
備
会
議

　
モ
ス
ク
ワ
へ
向
か
う
途
中
、
ダ
レ
ス
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
マ
ー
シ
ャ
ル
ら
と
合
流
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ

問
題
に
関
す
る
会
議
が
開
催
さ
れ
た
（
一
九
四
七
年
三
月
七
里
）
。
こ
の
会
議
に
参
加
し
た
の
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
を
は
じ
め
、
ク
レ
イ
、
マ
ー
ブ

イ
ー
、
ダ
レ
ス
、
コ
ー
エ
ン
の
五
名
で
あ
っ
た
。

　
会
議
で
は
ま
ず
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
要
請
に
よ
り
、
ク
レ
イ
が
自
己
の
見
解
を
報
告
し
た
。
ク
レ
イ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
相
会
談
（
一
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

六
年
＝
月
四
日
～
＝
一
月
一
二
臓
）
に
お
い
て
バ
ー
ン
ズ
に
提
出
し
た
メ
モ
に
基
づ
き
、
そ
の
見
解
を
報
告
し
た
。

　
こ
の
メ
モ
の
中
で
ク
レ
イ
は
、
政
治
的
・
経
済
的
統
一
の
達
成
が
、
あ
ら
ゆ
る
ド
イ
ツ
政
策
の
実
現
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の

実
現
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
と
し
て
ソ
連
と
フ
ラ
ン
ス
の
非
妥
協
的
な
態
度
を
あ
げ
た
。
こ
の

行
き
詰
ま
り
の
打
開
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
は
米
英
ソ
三
国
の
完
全
な
合
意
に
基
づ
く
圧
力
、
ソ
連
に
対
し
て
は
、
経
常
生
産
物
か

ら
の
賠
償
を
認
め
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
ソ
連
に
対
し
て
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
で
譲
歩
す
る
事
が
フ
ラ
ン
ス
と
の

関
係
を
含
め
て
、
経
済
的
統
一
を
達
成
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
の
経
済
的
統
一
と
そ
れ
に
よ

る
復
興
の
み
が
想
定
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
は
圧
力
を
か
け
る
対
象
と
し
て
し
か
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
経
済
的
統

一
が
な
さ
れ
た
後
、
「
民
主
主
義
的
な
理
念
」
と
「
共
産
主
義
」
と
の
戦
い
が
始
ま
る
と
し
て
い
る
点
だ
。
つ
ま
り
、
ソ
連
へ
の
譲
歩
に
よ
っ

て
経
済
的
統
一
を
獲
得
し
、
そ
の
上
で
、
統
～
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ソ
連
共
産
主
義
の
浸
透
に
対
抗
し
、
勝
利
を
お
さ
め
る
事
が
可
能
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
⑳

い
う
認
識
で
あ
る
。

　
こ
の
ク
レ
イ
の
見
解
に
対
し
て
、
ダ
レ
ス
は
自
己
が
作
成
し
て
き
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
基
づ
き
、
反
論
を
展
開
し
た
。
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム

の
中
で
、
ダ
レ
ス
は
国
務
省
と
O
M
G
U
S
の
政
策
文
書
が
ド
イ
ツ
復
興
に
つ
い
て
の
技
術
的
な
問
題
の
み
を
扱
い
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和

交
渉
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
追
求
す
べ
き
ア
メ
リ
カ
の
基
本
的
政
策
が
な
ん
で
あ
る
の
か
」
を
論
じ
て
い
な
い
点
を
批
判
し
、
自
分
が
「
ア
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

リ
カ
の
基
本
的
政
策
し
と
考
え
る
も
の
を
披
潅
し
た
。
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ダ
レ
ス
は
、
現
在
の
状
況
を
、
「
西
側
市
民
（
キ
リ
ス
ト
教
）
と
共
産
主
義
の
間
で
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
」
と
規
定
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

す
で
に
中
東
欧
地
域
が
ソ
連
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
、
と
論
じ
た
。
で
は
、
そ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
は
い
か
に
あ
る
べ
き
な

の
か
。

　
ダ
レ
ス
は
、
統
一
ド
イ
ツ
が
「
西
側
市
民
主
義
の
一
部
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
、
ド
イ
ツ
の
脅
威
に
よ
っ
て
「
フ
ラ
ン
ス
を
共
産

化
し
な
い
」
、
つ
ま
り
統
一
ド
イ
ツ
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
と
安
定
と
両
立
す
る
か
」
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。
ダ
レ
ス
に
よ
る
と
、
こ

れ
ら
の
問
い
は
否
定
的
に
し
か
答
え
ら
れ
な
い
。
ま
ず
、
ソ
連
は
、
西
側
市
民
社
会
の
一
部
を
形
成
す
る
で
あ
ろ
う
統
一
ド
イ
ツ
を
促
進
す
る

こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
、
統
一
ド
イ
ツ
が
形
成
さ
れ
復
興
を
遂
げ
た
場
合
、
「
ド
イ
ツ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
部
分
を
与
え
う
る
巨
大
な

力
を
再
び
あ
た
え
る
こ
と
に
」
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
「
ド
イ
ツ
へ
の
恐
怖
心
か
ら
ソ
連
の
ブ
ロ
ッ
ク
へ
ほ
と
ん
ど
確

実
に
行
っ
て
し
ま
う
」
状
況
を
引
き
起
こ
す
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
共
産
化
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ
ア
、
地
中
海
、
南
ア
メ
リ
カ
（
ラ
テ
ン
文

明
の
影
響
が
強
力
な
た
め
）
へ
と
波
及
し
、
世
界
中
が
共
産
主
義
の
支
配
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　
で
は
ア
メ
リ
カ
は
、
何
を
な
す
べ
き
か
。
ま
ず
、
，
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
定
は
、
第
一
に
、
西
欧
（
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン

ダ
）
の
団
結
と
強
化
を
行
う
こ
と
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
そ
し
て
、
こ
の
安
定
の
た
め
に
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
が
共
産
主
義
ブ
ロ
ッ

ク
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
そ
し
て
、
こ
の
目
的
は
「
ル
ー
ル
地
域
を
経
済
的
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
統
合
し
、

政
治
的
、
経
済
的
に
統
一
さ
れ
た
ド
イ
ツ
を
危
険
で
な
く
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
も
良
く
な
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
ダ

レ
ス
が
想
定
し
て
い
る
「
ド
イ
ツ
」
と
は
ソ
連
か
ら
分
離
さ
れ
た
「
西
」
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
ソ
連
は
、
西
側
市
民
社
会
の
一
部
を
構
成
す
る
統

～
ド
イ
ツ
は
認
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ソ
連
の
影
響
力
を
排
除
し
た
、
西
側
占
領
地
区
の
「
統
一
」
ド
イ
ツ
を
ル
ー
ル
の
国
際
管
理

と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
軍
事
・
経
済
的
に
封
じ
込
め
、
強
大
な
ド
イ
ツ
の
復
活
を
恐
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
不
安
を
除
去
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
フ

ラ
ン
ス
を
含
ん
だ
西
欧
諸
国
の
団
結
と
強
化
を
行
う
、
と
い
う
の
が
ダ
レ
ス
構
想
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
ダ
レ
ス
構
想
は
、
ド
イ
ツ
問
題
に
関
す
る
ソ
連
や
フ
ラ
ン
ス
と
の
不
｝
致
が
存
在
す
る
状
況
の
中
、
ど
ち
ら
と
妥
協
す
べ
き
な
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」・F・ダレス（John　Foster　Dulles）とアメリカのドイツ経済復興政策（河崎）

の
か
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
が
確
定
し
な
い
状
態
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
ソ
連
を
排
除
し
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
同
意
が
獲
得
で
き
る
ド
イ
ツ
経
済
復
興
政
策
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　
こ
の
ダ
レ
ス
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
対
し
て
、
ク
レ
イ
は
全
面
的
に
反
論
を
展
開
し
た
。
ク
レ
イ
は
、
ソ
連
に
対
し
て
経
常
生
産
物
賠
償
を
認

め
る
べ
き
だ
と
い
う
、
上
述
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
加
え
て
、
ダ
レ
ス
の
見
解
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
す
ぎ
て
い
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将

来
は
フ
ラ
ン
ス
に
で
は
な
く
ド
イ
ツ
に
存
在
す
る
、
と
主
張
し
た
。
そ
の
ド
イ
ツ
に
対
し
て
未
来
の
希
望
を
与
え
る
政
策
が
取
ら
れ
な
け
れ
ば
、

ド
イ
ツ
は
共
産
化
し
て
し
ま
う
。
ル
ー
ル
の
ド
イ
ツ
か
ら
の
分
離
は
ド
イ
ツ
の
経
済
復
興
を
遅
ら
せ
、
そ
う
し
た
帰
結
を
招
く
政
策
で
あ
る
と

批
判
し
た
。

　
し
か
し
、
ダ
レ
ス
に
と
っ
て
こ
の
ク
レ
イ
の
提
案
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ダ
レ
ス
に
と
っ
て
、
ソ
連
は
ア
メ
リ
カ
の
「
道
徳
的

な
敵
」
で
あ
り
妥
協
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
し
、
ド
イ
ツ
統
一
は
共
産
主
義
ド
イ
ツ
の
誕
生
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
統
一
さ

れ
た
強
力
な
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
の
懸
念
を
高
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
共
産
化
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
会
談
で
は
、
ク
レ
イ
、
マ
ー
フ
ィ
ー
ら
O
M
G
U
S
側
は
、
ダ
レ
ス
、
コ
ー
エ
ン
と
比
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
モ
ス
ク
ワ
会
談
に
ク
レ
イ
自
身
は
参
加
す
る
意
志
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
ク
レ
イ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
っ
て
モ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ワ
に
呼
ば
れ
、
三
月
～
六
日
に
は
ベ
ル
リ
ン
か
ら
モ
ス
ク
ワ
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
会
談
の
場
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ

ツ
政
策
を
め
ぐ
る
ダ
レ
ス
、
国
務
省
、
O
M
G
U
S
の
対
立
が
噴
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
①
　
　
「
A
・
ダ
レ
ス
か
ら
ダ
レ
ス
へ
」
（
一
郭
㎝
9
“
。
■
9
①
．
認
▼
。
。
菌
。
。
及
び
一
ト
。
面
。
。
甲
　
　
　
　
力
に
帰
国
し
、
外
交
問
題
評
議
会
の
理
事
長
に
就
任
し
た
。
外
交
問
題
評
議
会
は

　
　
］
）
℃
）
な
ど
。
特
に
最
後
の
書
簡
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
経
済
弱
体
化
政
策
　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
実
業
界
－
特
に
輸
出
産
業
や
多
国
籍
企
業
…
の
代
表
者
、
政
治
家
、
官

　
　
を
批
判
し
、
O
M
G
U
S
を
辞
任
し
た
L
・
ベ
ル
（
一
ゼ
簿
一
『
山
じ
d
㊦
一
一
）
に
よ
る
ア
メ
　
　
　
　
　
僚
な
ど
が
集
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
政
策
提
言
を
行
う
団
体
で

　
　
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
批
判
の
演
説
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。
A
・
ダ
レ
ス
は
戦
時
中
、
　
　
　
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
A
・
ダ
レ
ス
の
活
動
は
実
業
界
の
意
向
を
一
定
反
映
し
た
も

　
　
戦
略
情
報
局
（
O
S
S
）
の
ベ
ル
ン
支
周
長
と
し
て
勤
務
し
た
。
戦
後
、
ア
メ
リ
　
　
　
　
　
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

119 （649）



②
ダ
レ
ス
は
い
瀞
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
ソ
連
の
外
交
政
策
と
そ
れ
へ
の
対
応
扁

　
（
H
O
膳
9
9
Q
。
及
び
①
・
H
ρ
∪
勺
）
、
に
よ
っ
て
ソ
連
外
交
の
包
括
的
な
批
判
を
行

　
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ダ
レ
ス
の
外
交
思
想
全
体
に
つ
い
て
は
、
井
口
治
央
「
ジ
ョ

　
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
の
外
交
思
想
…
戦
前
・
戦
後
の
連
続
性
」
（
『
同
志
社

　
ア
メ
リ
カ
研
究
輪
三
四
号
、
　
一
九
九
八
年
一
二
月
）
を
参
照
。

③
「
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
に
関
す
る
バ
ー
ン
ズ
国
務
飴
興
に
よ
る
演
説
」

　
（
一
⑩
継
①
’
⑩
’
①
）
、
q
巴
8
鳥
の
翼
Φ
し
。
U
Φ
℃
開
白
Φ
p
け
。
｛
ω
雷
酔
P
b
o
ミ
ミ
§
融
§

　
9
こ
四
悪
嵐
ゆ
錦
心
矯
欝
一
〇
c
。
q
も
℃
．
O
一
～
り
。

④
「
ダ
レ
ス
か
ら
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
へ
」
（
一
り
幽
①
．
O
■
H
鳴
”
］
U
M
）
）
。

⑤
「
ダ
レ
ス
か
ら
F
・
メ
イ
ヤ
ー
」
（
一
り
駆
①
．
刈
．
一
α
り
］
Ψ
℃
）
、
「
ダ
レ
ス
か
ら
」
・

　
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
」
（
一
〇
鼻
①
．
㊤
．
一
①
　
一
∪
℃
　
　
　
　
　
　
　
　
U
）
。

⑥
「
新
年
の
課
題
」
（
6
ミ
」
鳥
メ
U
℃
）
、
門
平
和
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
リ
ー

　
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
（
一
逡
N
一
』
㎝
、
共
和
党
女
牲
全
国
大
会
、
∪
℃
）
、
門
外
交
政
策
」

　
（
一
リ
ミ
．
卜
。
」
O
、
国
内
新
聞
協
会
演
説
、
U
℃
）
。
一
月
二
五
日
の
演
説
は
「
共

　
和
党
外
交
顧
問
」
と
い
う
眉
書
き
で
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
月
～
○
日
の

　
演
説
は
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
の
支
持
を
事
前
に
得
て
い
る
。
門
ダ
レ
ス
の
秘
書
か

　
ら
A
・
ス
コ
ッ
ト
へ
」
（
一
Φ
膳
刈
．
一
．
o
o
　
目
）
勺
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ
）
、
「
ダ
レ
ス
か
ら
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー

　
グ
へ
」
（
一
⑩
ミ
．
ピ
昏
σ
P
U
℃
）
、
「
ダ
レ
ス
か
ら
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
へ
」
（
一
リ
ミ
．

　
一
．
ω
量
り
U
℃
）
。

⑦
以
下
の
引
贋
は
、
「
新
年
の
課
題
偏
（
一
〇
ミ
．
「
H
メ
U
℃
）
に
基
づ
く
。

⑧
「
小
さ
な
単
位
に
分
割
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
健
康
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
な
る
こ

　
と
は
で
き
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
潜
在
的
経
済
力
は
最
大
限
の
効
率
盤
を
達
成
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
は
大
量
消
費
の
た
め
の
近
代
的
か
つ
安

　
価
な
生
産
方
式
を
正
当
化
し
う
る
に
十
分
な
ほ
ど
広
大
で
あ
る
。
」
「
新
年
の
課

　
・
題
扁
（
彫
り
鼻
メ
一
．
一
メ
U
勺
）
。

⑨
コ
九
四
七
年
二
月
～
○
日
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
た
め
の
原
稿
」
（
ち
ミ
．

　
P
回
ρ
∪
℃
）
、
「
ダ
レ
ス
か
ら
ヴ
ァ
ン
・
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
」
（
H
Φ
ミ
．
も
。
’
ω
甲
U
℃
）
。

⑩
こ
の
ダ
レ
ス
の
見
解
は
、
ド
イ
ツ
の
軍
事
力
の
基
礎
を
ル
ー
ル
を
中
心
と
し
た

　
経
済
力
に
見
る
点
に
お
い
て
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
と
共
通
し
て
い
る
。
モ
ー

　
ゲ
ン
ソ
ー
は
こ
の
経
済
力
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
を
軍
事
約
に
封

　
じ
込
め
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ダ
レ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
よ
っ
て

　
ド
イ
ツ
の
経
済
力
を
国
際
的
な
枠
組
み
で
管
理
す
る
こ
と
で
同
じ
事
を
成
し
遂
げ

　
よ
う
と
す
る
。
こ
の
違
い
は
、
「
ド
イ
ツ
の
経
済
力
な
し
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
が

　
可
能
か
ど
う
か
し
と
い
う
問
い
に
対
す
る
自
答
の
違
い
に
帰
結
す
る
。
そ
し
て
、

　
そ
の
回
答
の
違
い
は
、
戦
問
期
に
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
ヨ
…
ロ
ッ
パ
と
の
国
際

　
ビ
ジ
ネ
ス
に
従
事
し
て
い
た
か
（
ダ
レ
ス
）
、
い
な
か
っ
た
か
（
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
）
、

　
と
い
う
点
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

⑪
旨
｝
曾
①
9
§
馬
津
山
§
き
蚤
辱
守
ミ
遂
め
￥
魯
ミ
獅
N
駅
§
窯
霧
照
。
H
ぎ

　
一
Φ
α
α
．
や
悼
卜
⊃
○
．
「
ダ
レ
ス
か
ら
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
へ
」
（
一
り
蒔
高
論
．
メ
U
℃
）
。

⑫
踏
。
α
Q
p
。
p
愚
．
ミ
や
ω
り
。

⑬
こ
の
研
究
会
の
政
策
立
案
の
方
向
性
を
規
定
し
た
の
は
A
・
ダ
レ
ス
に
よ
っ
て

　
一
九
四
七
年
一
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
た
演
説
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
A
・
ダ
レ
ス

　
は
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
的
対
応
の
遅
れ
を
批
判
し
、
モ
ス
ク
ワ

　
会
談
で
は
新
し
い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

　
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
残
り
の
経
済
復
興
の
た
め
に
、
申
心
的
に
復

　
興
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ル
ー
ル
地
帯
は
、
大
陸
の
工
業
の
中
心
と
し
て
再

　
建
さ
れ
、
各
国
に
よ
る
「
共
通
の
ト
ラ
ス
ト
」
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な

　
ら
ぬ
、
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
協
定
は
破
棄
さ
れ
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ

　
ッ
パ
惰
勢
に
応
じ
て
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
賠
償
、
経
済
的
制
限
を
改
定
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
線
に
沿
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
書
は
モ
ス
ク

．
ワ
会
談
に
出
発
す
る
直
前
の
マ
ー
シ
ャ
ル
に
渡
さ
れ
た
。
国
冠
毛
ぴ
曾
α
q
”
信
．
翫
計

　
署
』
c
。
ω
～
駆
。
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J・F・ダレス（John　Foster　Dulles）とアメリカのドイツ経済復興政策（河鰭）

⑭
国
幕
渉
費
σ
q
甲
息
・
聾
も
■
卜
。
。
。
『
。

⑮
門
ダ
レ
ス
か
ら
マ
ー
シ
ャ
ル
へ
」
（
削
り
倉
刈
．
ト
り
．
り
堕
】
）
剛
）
）
。
た
だ
し
、
会
談
の
中

　
身
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

⑯
「
」
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
か
ら
ダ
レ
ス
へ
」
（
6
ミ
．
ド
』
ρ
∪
勺
）
、
「
B
・
バ

　
ル
ー
ク
か
ら
ダ
レ
ス
へ
偏
（
一
㊤
心
刈
■
さ
り
．
Q
Q
　
一
）
℃
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
）
、
「
ダ
レ
ス
か
ら
B
・
バ
ル
ー
ク

　
へ
」
（
む
ミ
．
ト
っ
．
邸
伊
U
℃
）
、
「
ダ
レ
ス
か
ら
A
・
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
へ
」

　
（
旧
り
心
刈
．
鱒
’
③
甲
】
）
℃
）
。

⑰
「
ダ
レ
ス
か
ら
A
・
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
へ
」
（
H
り
膳
刈
．
卜
3
．
①
甲
一
）
℃
）
、
「
H
・

　
ボ
ネ
か
ら
ダ
レ
ス
へ
」
（
目
り
蒔
刈
．
一
．
b
J
一
　
】
）
℃
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
）
、
「
A
・
ロ
ウ
ド
ン
か
ら
ダ
レ
ス

　
へ
」
（
一
リ
ミ
■
一
■
ω
ド
U
℃
）
、
「
ダ
レ
ス
か
ら
ヴ
ァ
ン
・
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
縣
（
一
⑩
奨
■

　
G
◎
．
ρ
U
℃
）
。

⑱
ま
た
、
ダ
レ
ス
は
こ
れ
ら
の
新
聞
社
と
の
会
見
に
も
積
極
的
に
応
じ
て
い
る
。

　
門
ダ
レ
ス
か
ら
A
・
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
へ
」
（
一
〇
鼻
高
’
鱒
．
①
曽
一
∪
℃
）
、
門
ド
イ
ツ

　
の
平
和
に
関
す
る
一
九
四
七
年
一
月
一
七
日
の
J
・
F
・
ダ
レ
ス
の
提
案
に
対
す

　
る
ア
メ
リ
カ
の
薪
聞
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
扁
（
日
付
不
明
、
O
℃
）
、
「
一
九
四
七
年

　
二
月
～
○
日
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
た
め
の
原
稿
」
（
H
り
角
刈
．
卜
σ
9
一
〇
”
回
）
℃
）
。

⑲
ダ
レ
ス
に
対
す
る
批
判
は
、
①
ア
メ
リ
カ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
を
通
じ
た

　
ド
イ
ツ
産
業
界
・
銀
行
界
と
の
親
密
な
関
係
、
②
ア
メ
リ
カ
の
「
フ
ァ
シ
ス
ト
団

　
体
」
で
あ
る
「
ア
メ
リ
カ
第
一
委
員
会
」
に
所
属
し
て
い
た
、
と
い
っ
た
も
の
で

　
あ
る
。
ダ
レ
ス
は
①
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
シ

　
ュ
レ
ー
ダ
ー
と
の
関
係
が
親
密
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
と
の
関
係
は

　
な
い
、
と
自
分
と
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
と
の
関
係
を
否
定
し
て
い
る
。
②
に

　
つ
い
て
は
決
し
て
支
持
者
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
「
」
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
か

　
ら
ダ
レ
ス
へ
」
（
一
リ
ミ
．
一
』
ρ
U
℃
）
、
コ
九
四
七
年
二
月
一
〇
日
の
プ
レ
ス
リ

　
リ
ー
ス
の
た
め
の
原
稿
」
（
一
Φ
ミ
．
卜
。
」
ρ
∪
℃
）
、
「
ソ
連
か
ら
の
ダ
レ
ス
へ
の
批

　
判
と
そ
れ
に
対
す
る
反
論
一
同
レ
ッ
ト
氏
へ
の
返
答
」
（
｝
Φ
心
刈
9
G
o
．
ω
w
］
）
勺
）
。
①

　
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
公
式
の
社
史
も
同
社
と
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー

　
と
の
関
係
を
否
定
し
て
い
る
。
渕
．
菊
。
σ
㊦
物
参
町
。
譜
、
，
’
ミ
、
匙
§
跨
⑥
b
ご
§
ぎ
、
舗

　
と
勉
。
邑
質
磐
℃
『
窃
。
・
び
凱
；
一
り
O
N
も
．
慧
①
。
実
際
に
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
検
討

　
を
要
す
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
ダ
レ
ス
夫
人
が
寄
付
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

　
ダ
レ
ス
自
身
は
委
員
会
の
法
律
顧
問
就
任
の
要
請
を
何
度
も
断
っ
て
い
る
。

⑳
さ
§
さ
藩
主
ミ
題
（
一
り
膳
刈
．
N
’
①
）
。
ペ
ッ
パ
ー
は
、
一
九
四
四
年
の
大
統
領
選

　
挙
の
際
に
も
ダ
レ
ス
に
対
す
る
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
批
判
の
内
容
に
つ
い

　
て
は
幻
■
菊
。
げ
輿
〔
し
ま
α
．
ワ
邸
④
①
を
参
照
。

⑳
r
鋭
ご
膏
Φ
ρ
き
ぎ
凄
篭
、
窟
馬
N
N
跨
§
概
b
ご
督
、
駐
§
賜
§
這
畿
山
8
N
u
嗣

　
。
。
Φ
詳
四
自
。
詳
q
賦
く
①
窃
搾
《
o
暁
囚
嘗
。
。
Q
P
一
り
G
Q
一
．
℃
や
同
刈
o
Q
～
り
。

⑫
　
　
「
編
集
者
に
よ
る
注
」
（
男
力
d
ω
一
回
り
心
刈
一
H
押
℃
喝
．
一
㎝
ω
～
駆
）
、
「
ダ
レ
ス
か
ら

　
A
・
ヴ
ア
ン
デ
ン
バ
ー
グ
へ
」
（
お
ミ
9
鉾
P
U
℃
）
。

⑬
　
　
「
ダ
レ
ス
か
ら
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
…
グ
へ
」
（
一
〇
ミ
』
．
P
u
℃
）
。

⑳
　
　
「
ダ
レ
ス
か
ら
マ
ー
シ
ャ
ル
へ
扁
（
一
〇
騨
刈
．
N
‘
り
》
回
）
℃
）
、
「
ダ
レ
ス
か
ら
A
・

　
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
へ
」
（
一
リ
ミ
．
卜
⊃
．
P
U
℃
）
、
「
マ
ー
シ
ャ
ル
か
ら
ダ
レ
ス
へ
」

　
（
一
㊤
蒔
“
．
卜
⊃
．
一
ω
一
圃
）
℃
）
。

⑮
ぽ
僅
Φ
ρ
曇
§
も
で
」
c
。
O
～
一
．

⑳
以
下
の
二
月
二
三
日
の
ダ
レ
ス
の
活
動
に
つ
い
て
の
叙
述
は
ダ
レ
ス
自
身
作
成

　
の
「
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
輪
（
巳
ミ
■
P
卜
。
ρ
∪
℃
）
に
基
本
的
に
依
拠
し
て
い
る
。
ま

　
た
、
コ
ー
エ
ン
は
国
務
省
顧
問
と
し
て
、
ド
イ
ツ
問
題
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
国
内

　
の
諸
対
立
を
調
整
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
モ
ス
ク
ワ
会
談
中
も
同

　
様
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
「
C
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
S
・
キ
ン
ド
ル

　
バ
ー
ガ
ー
漏
（
一
り
鼻
8
ω
■
一
ト
σ
り
囚
い
も
．
一
宇
ト
っ
）
。

⑳
　
プ
レ
ス
ー
ー
リ
ー
ス
で
ダ
レ
ス
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
モ
ス
ク
ワ
会

　
談
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
に
対
し
て
死
活
的
に
重
要
で
あ
る
。
…
…
大
い
な
る
努

　
力
を
こ
の
仕
事
に
傾
け
る
こ
と
が
で
き
、
公
正
か
つ
持
続
的
な
平
和
の
獲
得
の
た
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め
に
超
党
派
的
な
協
力
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
は
、
共
棚
党
員
と
し
て
喜
ば
し
い
こ

　
と
で
あ
る
扁
。
「
プ
レ
ス
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
（
一
㊤
轟
相
．
N
．
邸
α
岬
H
）
H
）
）
。
ま
た
、
ト

　
ル
ー
マ
ン
か
ら
ダ
レ
ス
の
モ
ス
ク
ワ
会
談
出
席
へ
の
感
謝
の
手
紙
が
送
ら
れ
て
い

　
る
。
「
ダ
レ
ス
か
ら
ト
ル
ー
マ
ン
へ
」
（
一
⑩
画
刈
．
b
σ
・
N
①
”
］
）
℃
）
、
「
ト
ル
ー
マ
ン
か

　
ら
ダ
レ
ス
へ
」
（
一
〇
心
刈
9
斡
’
笛
o
Q
　
】
）
H
）
　
　
　
　
　
　
　
　
り
）
。

⑳
　
魯
勾
．
U
巳
一
Φ
9
き
、
ミ
専
§
8
署
㊦
ぞ
磯
o
H
鮮
一
り
U
O
、
藤
崎
万
黒
訳
噸
戦
争
か

　
平
和
か
㎞
（
河
出
書
一
房
、
　
い
九
五
｝
年
）
＝
二
六
ペ
ー
ジ
。

⑳
旨
．
ω
邑
江
ポ
ト
§
塞
◎
O
ε
、
》
℃
N
臨
ミ
ミ
6
§
い
欝
冨
薯
閃
。
導
因
り
O
．
寧

　
四
二
～
α
。

⑳
　
　
「
ド
イ
ツ
問
題
」
（
一
⑩
心
①
．
一
封
O
℃
）
竈
．
卜
。
刈
⑩
～
N
o
。
心
。
こ
こ
で
、
見
逃
し
て

　
は
な
ら
な
い
の
は
、
ク
レ
イ
の
反
共
的
な
立
場
で
あ
る
。
ク
レ
イ
の
ソ
連
観
自
体

　
は
、
ド
イ
ツ
分
割
論
者
と
そ
れ
ほ
ど
違
い
が
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
両
者
は
共

　
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ク
レ
イ
は
、
ソ
達
と
の
交
渉
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
目
標

　
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
点
が
政
策
構
想
の
違

　
い
に
現
れ
て
い
る
。
乏
．
欝
δ
σ
q
Φ
さ
．
≦
霧
O
窪
①
冨
一
Ω
聖
節
円
Φ
5
ω
坤
。
巳
鴇

　
ω
三
寸
①
σ
q
ざ
》
G
。
℃
Φ
g
o
｛
［
冨
φ
資
帥
［
a
ω
雷
酔
。
ω
0
8
三
巴
8
0
｛
O
①
§
き
覧

　
き
鎖
ミ
ミ
駄
9
ミ
鳴
ミ
さ
ミ
遷
§
§
ど
く
。
一
．
一
。
。
」
⑩
。
。
。
。
．
を
参
照
。

⑳
　

「
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
（
一
り
鼻
口
■
ω
．
刈
－
○
悶
ζ
一
回
）
℃
）
。
以
下
の
引
用
は
全
て
こ
の

　
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
基
づ
く
。

⑭
　
ω
巨
汗
▼
愚
．
鳥
計
竈
．
念
O
～
①
及
び
匂
．
瓜
’
b
d
四
〇
搾
Φ
「
一
§
醤
告
白
睾
§
ゼ
」
§
恥

　
9
謹
§
寄
亀
越
像
隠
§
§
b
§
執
§
§
G
蔓
瓢
の
謹
網
。
号
一
㊤
c
。
G
。
も
．
一
お
。

⑳
臣
。
。
Φ
審
費
α
q
甲
豊
ミ
も
』
c
。
。
。
。

⑭
　
　
「
ク
レ
イ
か
ら
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
へ
」
（
一
〇
蒔
刈
．
G
Q
■
一
㎝
”
○
℃
”
唱
唱
■
ω
導
出
～
㎝
）
。
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亙

モ
ス
ク
ワ
四
力
国
外
相
会
談
と
」
・
F
・
ダ
レ
ス

　
q
の
　
モ
ス
ク
ワ
会
談
に
お
け
る
英
仏
ソ
の
見
解

　
モ
ス
ク
ワ
会
談
は
三
月
一
〇
日
に
、
米
英
ソ
仏
四
三
国
の
参
加
の
下
、
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
会
談
が
開
始
さ
れ
て
直
後
の
三
月
一
一
一
日
に
、

ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ソ
連
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
は
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
内
政
干
渉
で
あ
る
と
、

批
判
を
強
め
て
い
た
。
し
か
し
、
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
に
お
い
て
ソ
連
は
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
対
し
て
全
く
反
応
し
な
か
っ
た
。
ソ

連
は
、
ま
た
参
加
各
国
も
こ
の
会
談
で
扱
わ
れ
る
ド
イ
ツ
問
題
が
今
後
の
世
界
体
制
を
決
定
付
け
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
事
を
認
識
し
て
い
た

　
　
　
　
　
①

か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
の
申
で
、
モ
ス
ク
ワ
会
談
は
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
こ
こ
で
は
、
最
初
の
二
週
間
ほ
ど
で
示
さ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の

参
加
国
の
認
識
を
確
認
し
て
お
く
。
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イ
ギ
リ
ス
代
表
団
は
、
米
墨
統
合
地
区
の
枠
組
み
の
更
な
る
発
展
に
関
す
る
合
意
を
ア
メ
リ
カ
と
な
す
事
を
最
大
の
目
的
と
し
て
い
た
。
イ

ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
ソ
連
と
の
合
意
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
最
大
の
脅
威
と
映
っ
て
い
た
の
は
、
ア
メ

リ
カ
代
表
団
内
に
お
け
る
ク
レ
イ
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
ク
レ
イ
の
見
解
が
ア
メ
リ
カ
代
表
団
内
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と

っ
て
英
米
統
合
地
区
推
進
の
障
害
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
E
・
ベ
ビ
ン
（
H
W
H
口
Φ
o
り
酔
　
U
d
Φ
＜
一
コ
）
外
相
は
マ
ー
シ
ャ
ル
長
官
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
、
対
ソ
強
硬
路
線
を
取
る
よ
う
働
き
か
け
を
強
め
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
代
表
団
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
己
の
主
張
を
繰
り
返
す
の
み
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
は
、
①
ド
イ
ツ
の
石
炭
の
フ
ラ
ン
ス
へ

の
輸
出
の
増
加
、
②
ザ
ー
ル
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
割
譲
、
③
ル
ー
ル
の
分
離
・
国
際
管
理
、
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
ド
イ
ツ
経
済
弱
体
化
路
線
を

　
　
　
③

主
張
し
た
。

　
で
は
、
ソ
連
は
い
か
な
る
反
応
を
示
し
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、
ソ
連
の
政
策
を
最
も
包
括
的
に
表
し
て
い
る
、
＜
・
モ
ロ
ト
フ
（
＜
．
竃
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ζ
。
一
。
8
く
）
外
相
に
よ
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「
経
済
原
則
と
賠
償
」
（
　
九
四
七
年
三
月
一
七
日
）
の
内
容
を
見
て
い
く
。

　
こ
の
中
で
、
モ
ロ
ト
フ
は
賠
償
問
題
に
つ
い
て
、
「
我
慢
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
」
と
不
満
を
表
明
し
た
。
ソ
連
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
勝
利
に
対
し
て
多
く
を
貢
献
し
、
多
大
な
被
害
を
被
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
荒
廃
し
た
国
土
の
復
興
の
た
め
に
、
賠
償
を
要
求
す
る
こ
と

は
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
側
か
ら
ソ
連
へ
の
賠
償
は
滞
っ
て
い
る
。
ソ
連
と
し
て
は
、
賠
償
問
題
の
解
決
が
ド
イ
ツ
の
経
済
的
統
一
を
含

む
、
そ
の
他
す
べ
て
の
問
題
の
解
決
の
前
提
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
強
調
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
が
西
側
地

区
か
ら
ソ
連
に
対
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
ヤ
ル
タ
会
談
に
お
い
て
す
で
に
合
意
さ
れ
て
お
り
、

ソ
連
の
要
求
は
正
当
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
た
。
加
え
て
、
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
を
現
在
の
産
業
水
準
は
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
米
英

の
主
張
を
受
け
入
れ
、
産
業
水
準
を
上
方
に
改
定
す
る
こ
と
1
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
が
条
件
で
あ
る
が
一
に
合
意
し
た
。
さ
ら
に
経
常
生

産
物
か
ら
の
賠
償
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
ソ
連
は
ル
ー
ル
の
管
理
を
四
大
国
で
行
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
め
に
ル
ー
ル
資
源
を
活
用
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、
ソ
連
に
と
っ
て
、
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
を
得
る
こ
と
が
他
の
案
件
へ
の
合
意
の
絶
対
条
件
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
私
的
な
場
で
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

左
右
す
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ダ
レ
ス
自
身
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
公
式
の

こ
の
問
題
が
会
談
を
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ω
　
ア
メ
リ
カ
代
表
団
内
で
の
対
立
と
方
向
性
の
確
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
こ
れ
ら
各
国
に
対
す
る
政
策
形
成
に
お
い
て
当
初
か
ら
ア
メ
リ
カ
代
表
団
内
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
対
立
が
激
化
し
た
。
ク
レ
イ
が
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

シ
ャ
ル
に
よ
っ
て
モ
ス
ク
ワ
会
談
へ
と
招
聰
さ
れ
た
こ
と
も
こ
の
対
立
を
さ
ら
に
激
化
さ
せ
た
。
ダ
レ
ス
も
そ
の
対
立
の
中
で
、
共
和
党
の
代

表
と
し
て
の
立
場
を
示
し
、
自
己
の
政
策
の
貫
徹
を
追
求
し
た
。
三
月
一
四
日
に
開
か
れ
た
会
議
で
、
ダ
レ
ス
は
、
共
和
党
が
多
数
を
占
め
る

議
会
を
背
景
と
し
て
自
己
の
立
場
を
強
硬
に
主
張
し
た
。
そ
の
会
議
に
出
席
し
て
い
た
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
は
書
簡
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。
「
彼
は
（
ダ
レ
ス
　
筆
者
）
、
…
…
ポ
ツ
ダ
ム
以
来
、
多
く
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
、
議
会
で
も
共
和
党
が
多
数
と
な
っ
た
と
述
べ

た
。
続
け
て
、
彼
の
観
点
は
完
全
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
も
な
い
と
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
時
、
モ
ス
ク
ワ
で
行
わ
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

を
擁
護
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
、
と
述
べ
た
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ア
メ
リ
カ
代
表
多
寡
の
対
立
の
最
も
激
し
か
っ
た
問
題
は
、
賠
償
問
題
と
ル
ー
ル
の
国
際
管
理
問
題
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
両
問
題

は
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
を
規
定
す
る
重
要
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
賠
償
問
題
は
ソ
連
と
の
関
係
、
ル
ー
ル
問
題
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
－
特
に
フ
ラ
ン
ス
ー
と
ド
イ
ツ
経
済
の
関
係
を
規
定
す
る
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
両
問
題
と
も
、
国
務
省
と
ダ
レ
ス
が
国
務
省
顧
問
で
あ
っ
た
コ
ー
エ
ン
を
媒
介
と
し
て
結
び
つ
き
、
「
超
党
派
的
な
協
力
偏
の
下
で
、

代
表
池
内
の
結
論
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
。
以
下
で
は
、
賠
償
問
題
と
ル
ー
ル
問
題
そ
れ
ぞ
れ
の
対
立
の
構
図
を
整
理
し
、
国
務
省
と
ダ
レ
ス

の
超
党
派
的
結
合
が
成
立
し
て
い
く
経
過
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
く
。
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⑦
賠
償
問
題

　
賠
償
問
題
に
お
け
る
対
立
の
構
図
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
ク
レ
イ
及
び
O
M
G
U
S
は
、
従
来
か
ら
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
つ
ま
り
、
ソ
連
の
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
要
求
を
認
め
、
そ

し
て
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
経
済
的
統
一
を
獲
得
し
、
全
ド
イ
ツ
を
対
象
と
し
た
共
通
輸
出
入
計
画
を
作
成
し
、
輸
出
入
の
均
衡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
実
現
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ダ
レ
ス
が
、
賠
償
問
題
に
関
し
て
、
ソ
連
と
の
一
致
を
欲
し
て
い
な
い
事
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
ダ
レ
ス
は
、
ソ
連
が
経

常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
を
要
求
す
る
背
景
と
し
て
以
下
の
点
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
ソ
連
は
、
五
ヶ
年
計
画
に
よ
っ
て
、
潜
在
的
な
戦
争
遂

行
能
力
を
形
成
す
る
重
工
業
を
構
築
し
た
が
、
消
費
財
産
業
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
ソ
連
は
外
か
ら
の
消
費
財
の
援
助
を
必
要

と
し
て
お
り
、
こ
れ
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
国
内
の
緊
張
が
高
ま
る
。
そ
の
た
め
に
、
ド
イ
ツ
か
ら
経
常
生
産
物
賠
償
と
し
て
消
費
財
を
得
よ
う

と
し
て
い
る
の
だ
、
と
。
そ
し
て
、
現
在
の
ド
イ
ツ
の
経
済
状
態
を
前
提
と
す
る
と
、
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
は
、
事
実
上
ア
メ
リ
カ
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ソ
援
助
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
ダ
レ
ス
に
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
こ
れ
に
対
し
て
、
国
務
省
も
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
の
拒
否
を
前
提
と
し
て
案
の
作
成
を
行
っ
て
い
た
。
コ
ー
エ
ン
は
キ
ン
ド
ル
バ
ー

ガ
ー
と
と
も
に
「
妥
協
案
」
の
作
成
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
「
妥
協
案
」
は
、
ド
イ
ツ
が
経
済
的
に
統
一
さ
れ
、
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
経
済
」

に
な
る
一
こ
れ
は
一
九
五
五
～
一
九
六
〇
年
の
間
に
達
成
さ
れ
る
一
こ
と
を
条
件
に
、
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
を
認
め
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ー
エ
ン
は
こ
の
提
案
を
ソ
連
が
受
け
入
れ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
「
妥
協
案
」
は
、
「
ア
メ
リ
カ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

会
談
を
決
裂
さ
せ
た
」
と
い
う
印
象
を
世
論
に
対
し
て
抱
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
案
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
三
月
二
九
日
の
マ
ー
シ
ャ
ル
の
下
で
の
会
談
に
お
い
て
、
ダ
レ
ス
及
び
圏
務
省
上
層
部
は
、
ク
レ
イ
の
見
解
を
退
け
、
コ
ー
エ
ン

縫
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
・
プ
ラ
ン
を
支
持
し
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
基
礎
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
代
表
団
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

つ
た
。
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
を
認
め
る
こ
と
を
主
張
し
続
け
た
、
ク
レ
イ
の
努
力
は
何
ら
実
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
作
成
の
参
考
の
た
め
に
、
ダ
レ
ス
は
、
三
月
三
〇
日
に
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
に
関
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
提
出

　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
ダ
レ
ス
は
、
①
ポ
ツ
ダ
ム
協
定
は
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
を
否
定
し
て
い
る
、
②
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
を
ソ
連

に
与
え
る
こ
と
は
、
心
血
統
合
地
区
の
経
済
運
営
へ
の
ソ
連
の
干
渉
を
招
く
、
③
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
は
、
現
在
の
ド
イ
ツ
の
状
況
を
前

提
と
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
支
払
い
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
し
、
周
辺
国
へ
の
石
炭
輸
出
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
、
④
ソ
連
は
ポ
ツ
ダ
ム

協
定
を
守
ら
ず
経
済
的
統
～
を
実
行
し
て
い
な
い
、
と
四
点
を
あ
げ
、
ソ
連
の
要
求
を
拒
絶
す
る
根
拠
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ダ
レ
ス
及
び

そ
の
背
後
に
あ
る
共
和
党
議
会
が
、
経
常
生
産
物
賠
償
の
担
絶
に
よ
る
米
ソ
決
裂
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
擁
護
す
る
と
い
う
意
思
表
明

で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
形
成
さ
れ
た
代
表
団
の
結
諭
は
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
本
国
か
ら
の
ト
ル
ー
マ
ン
の
指
示
に
よ
っ
て
強
化
さ

れ
た
。
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
中
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
ソ
連
の
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
に
つ
い
て
の
要
求
を
拒
否
す
る
事
を
指
示
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
支
持
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
ア
メ
リ
カ
代
表
団
の
立
場
が
再
確
認
さ
れ
た
。
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②
ル
ー
ル
開
題

　
ル
ー
ル
問
題
で
は
、
ダ
レ
ス
と
ク
レ
イ
の
全
面
的
な
対
立
が
生
じ
て
い
た
。
ク
レ
イ
は
、
ル
ー
ル
の
国
際
管
理
は
、
ル
ー
ル
の
ド
イ
ツ
か
ら

の
分
離
を
意
味
し
、
ル
ー
ル
の
ド
イ
ツ
か
ら
の
分
離
は
ド
イ
ツ
経
済
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
へ
の
従
属
を
も
た
ら
し
復
興
を
不
可
能
と
す
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
共
産
化
を
も
た
ら
す
と
論
じ
た
。
ク
レ
イ
の
主
張
は
、
ク
レ
イ
の
ド
イ
ツ
経
済
を
優
先
的
に
復
興
さ
せ
る
と
い
う
構

想
に
基
づ
い
て
い
た
。
加
え
て
、
こ
う
し
た
主
張
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
、
H
・
フ
ー
バ
ー
元
大
統
領
の
ド
イ
ツ
報
告
に
よ
る
支
持
を
得
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
た
。
そ
の
た
め
圏
務
省
に
と
っ
て
、
ダ
レ
ス
と
の
合
意
を
獲
得
し
て
お
く
必
要
性
は
高
か
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ダ
レ
ス
は
こ
れ
ま
で
の
自
己
の
主
張
…
ル
ー
ル
の
国
際
管
理
を
通
じ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
　
　
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

実
現
し
な
い
と
ド
イ
ツ
経
済
へ
の
恐
怖
心
か
ら
フ
ラ
ン
ス
が
共
産
化
し
て
し
ま
う
と
主
張
し
た
。
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ル
ー
ル
問
題
に
関
す
る
討
議
が
三
月
下
旬
に
開
始
さ
れ
る
と
、
ダ
レ
ス
は
自
己
の
具
体
的
政
策
を
文
書
で
示
し
た
。
こ
の
「
ル
ー
ル
に
つ
い

て
の
メ
モ
」
と
題
さ
れ
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
中
で
ダ
レ
ス
は
、
「
ル
ー
ル
（
規
定
さ
れ
る
べ
き
）
は
以
下
の
よ
う
な
経
済
的
監
督
機
関
に
従
属
す

べ
き
で
あ
る
」
と
ル
ー
ル
の
国
際
管
理
を
主
張
し
た
。
こ
の
「
経
済
的
監
督
機
関
」
は
、
「
不
足
の
時
期
に
お
い
て
、
国
内
使
用
分
と
様
々
な

場
所
へ
の
輸
出
を
均
し
く
分
配
し
、
輸
出
に
分
配
さ
れ
た
製
品
の
移
動
や
生
産
に
関
す
る
重
荷
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
」
も

の
で
あ
り
、
石
炭
や
他
の
重
工
業
製
品
の
割
り
当
て
に
つ
い
て
の
監
督
も
行
う
。
そ
し
て
、
そ
の
管
理
委
員
会
は
「
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
タ
リ
ア
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
（
？
）
、
ド
イ
ツ
（
連
邦
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
各
国
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
委
員
会
の
決
定
は
多
数
決
に
よ
る
。
以
上
が
ダ
レ
ス
に
よ
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
内
容
で
あ
る
。

ル
ー
ル
の
圏
点
管
理
に
よ
っ
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
と
ル
ー
ル
の
資
源
を
結
び
付
け
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
経
済
復
興
を
成
し
遂
げ
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
ダ
レ
ス
の
構
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
ル
ー
ル
管
理
へ
の
参
加
を
希
望
し
て
い
た
ソ
連
の
参
加
を
拒
否
し
て
い
る
。
こ
の
メ
モ
ラ

ン
ダ
ム
は
、
ダ
レ
ス
の
構
想
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
「
冷
戦
」
を
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
会
議
に
お
い
て
数
時
間
議
論
さ
れ
た
。
ク
レ
イ
は
、
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
対
し
て
激
し
い
反
発

を
示
し
た
。
コ
ー
エ
ン
は
全
体
と
し
て
の
趣
旨
に
は
賛
同
し
つ
つ
も
、
国
際
管
理
の
形
態
に
つ
い
て
は
曖
昧
な
～
般
的
な
も
の
に
留
め
て
置
こ

う
と
考
え
た
。
そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
も
、
コ
ー
エ
ン
の
意
見
を
支
持
し
た
。
そ
の
結
果
、
ク
レ
イ
の
強
力
な
反
対
も
む
な
し
く
、
ダ
レ
ス
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

書
は
支
持
を
獲
得
し
、
ア
メ
リ
カ
代
表
団
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
基
礎
と
し
て
、
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
E
・
メ
イ
ソ
ン
（
国
伍
竃
塁
。
⇒
）
に
よ
っ
て
、
ダ
レ
ス
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
基
礎
と
し
た
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
案
が
作
成
さ
れ
た
。
こ

の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
ダ
レ
ス
と
コ
ー
エ
ン
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
。
こ
の
改
訂
の
際
、
ダ
レ
ス
は
、
シ
ュ
レ
ジ
ア
を
国
際
管
理
の
対
象
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

域
と
し
て
含
め
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
文
面
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
岡
津
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
は
、
ア
メ
リ
カ
代
表
団
に
よ
っ
て
四
月
七
日
に
発
表
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ダ
レ
ス
は
、
賠
償
問
題
で
の
ソ
連
と
の
妥
協
を
拒
絶
し
、
ル
ー
ル
の
国
際
管
理
を
中
心
と
し
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
主
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張
し
た
。
ダ
レ
ス
を
含
め
た
代
表
宿
患
で
の
対
立
は
、
国
務
省
と
ダ
レ
ス
が
共
同
し
、
ク
レ
イ
の
意
見
を
退
け
て
い
く
中
　
　
つ
ま
り
、
共
和

党
国
際
主
義
者
の
ド
イ
ツ
政
策
と
国
務
省
の
ド
イ
ツ
政
策
の
超
党
派
的
な
結
合
一
で
解
決
さ
れ
、
代
表
団
の
結
論
が
作
成
さ
れ
た
。
ダ
レ
ス

と
国
務
省
の
両
者
が
共
同
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
割
ド
イ
ツ
の
形
成
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
よ
る
そ
の
封
じ
込
め
と
い
う
ド
イ
ツ
政
策
を
め

ぐ
る
超
党
派
外
交
が
確
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
ダ
レ
ス
や
国
務
省
と
の
論
争
に
敗
れ
た
ク
レ
イ
は
、
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
ベ
ル
リ
ン
へ
と
帰
任
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
降
、
ク
レ
イ
は
、

「
経
常
生
産
物
賠
償
の
実
施
ル
ド
イ
ツ
の
経
済
的
統
一
」
と
い
う
従
来
の
方
針
を
改
め
、
国
務
省
の
方
針
に
従
い
、
分
割
ド
イ
ツ
を
容
認
す
る

　
　
　
　
⑲

よ
う
に
な
る
。
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③
　
ア
メ
リ
カ
代
表
団
の
最
終
見
解
と
米
ソ
決
裂

　
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
代
表
団
の
見
解
は
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
見
解
は
「
産
業
水
準
と
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
」
（
四
月
三
日
）
、
「
ル
ー
ル
の
国
際
管
理
に
つ
い
て
」
（
四
月
一
〇
日
）
の
二
つ
の
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
他
圏
へ
と
示
さ
れ
た
。

　
「
産
業
水
準
と
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
し
で
は
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
経
済
復
興
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
産
業
水
準
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
主

張
さ
れ
た
。
し
か
し
、
産
業
水
準
の
さ
ら
な
る
上
昇
の
た
め
に
は
、
産
業
設
備
の
撤
去
を
書
止
し
、
撤
去
に
よ
る
賠
償
量
を
減
少
さ
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
も
し
、
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
の
提
案
が
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
撤
去
の
た
め
に
準
備
さ
れ
て
い
た
プ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
補

償
に
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
を
認
め
た
か
の
よ
う
に
映
る
が
そ
う
で
は
な
い
。
あ
く
ま

で
も
「
経
済
的
・
政
治
的
統
一
が
他
の
関
係
あ
る
目
標
と
同
様
に
達
成
さ
れ
る
ま
で
、
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
は
行
わ
な
い
」
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ソ
連
の
要
求
は
完
全
に
拒
絶
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ル
ー
ル
の
国
際
管
理
に
つ
い
て
」
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
は
、
ル
ー
ル
の
資
源
が
平
等
に
ド
イ
ツ
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
利
益
の
た
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め
に
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
保
証
す
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
二
つ
の
原
則
を
提
示

し
た
。
そ
れ
は
、
①
不
足
期
に
お
け
る
不
可
欠
な
商
品
の
平
等
な
分
配
、
②
区
別
の
な
い
不
可
欠
な
商
品
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
原
則
に
よ
っ
て
、
「
ド
イ
ツ
が
そ
の
石
炭
・
鉄
の
所
有
を
通
じ
て
、
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
産
業
の
支
配
を
行
わ
な
い
こ
と
、
石
炭

の
よ
う
な
基
礎
材
の
絶
対
的
な
支
配
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
の
外
側
の
重
工
業
の
発
展
を
阻
害
し
な
い
こ
と
」
が
保
証
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

原
則
の
維
持
は
、
諸
利
害
を
調
整
す
る
国
際
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
「
必
要
な
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
を
含
む

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
解
決
で
あ
る
」
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
は
、
国
際
的
な
管
理
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

的
解
決
」
と
い
う
文
脈
で
提
起
さ
れ
、
ダ
レ
ス
の
見
解
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
二
つ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
ソ
連
の
要
求
を
完
全
に
拒
否
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ダ
レ
ス
は
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

バ
ー
グ
へ
の
書
簡
の
中
で
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
援
助
法
の
成
立
に
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
が
果
た
し
た
役
割
を
賞
賛
す
る
と
と
も
に
、
「
我
々

の
強
い
立
場
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
部
分
、
特
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
重
要
な
サ
ポ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
現
在
の
状
況
を
肯
定
的

　
　
　
　
⑭

に
評
価
し
た
。

　
対
ソ
関
係
に
完
全
に
見
切
り
を
つ
け
た
ア
メ
リ
カ
は
西
側
同
盟
の
結
束
を
目
指
し
た
活
動
を
強
め
る
。
四
月
以
降
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
問
で
、
雨
冠
統
合
地
区
の
実
質
化
に
向
け
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
交
渉
は
、
四
月
～
八
日
に
同
意
が
成
立
し
た
。
こ

う
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
は
、
ア
メ
リ
カ
が
今
後
、
対
ソ
封
じ
込
め
と
米
英
仏
三
国
の
同
盟
を
志
向
す
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
そ
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
帰
国
後
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
ケ
ナ
ン
を
中
心
に
政
策
企
画
本
部
を
国
務
省
内
に
設
立
し
、
後
に
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
政
策
の
立
案
を
指
示
す
る
こ
と
に
な
る
。

①
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
つ
い
て
は
甘
姦
し
・
”
愚
．
ミ
も
』
器
及
び
、
油

　
北
料
、
汕
鵬
掲
漁
U
、
　
五
、
　
⊥
ハ
醐
早
’
乞
参
昭
…
。

②
〉
．
U
臨
α
Q
霞
。
戸
§
馬
§
譲
帖
寒
勲
§
」
じ
d
識
§
詳
尋
b
§
甑
§
駄
＠
、
§
こ

　
§
眠
き
鴨
9
言
口
誠
恐
咋
ぎ
9
ミ
き
き
○
×
｛
o
罫
一
Φ
り
O
も
娼
■
一
G
。
O
～
禽
。

③
「
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
原
則
と
賠
償
に
つ
い
て
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
関
す
る
会

議
議
事
録
」
（
這
ミ
．
ω
．
一
。
。
甲
国
国
q
ω
一
一
〇
ミ
ー
H
口
唱
．
駅
⑩
～
①
b
。
）
、
及
び
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「
マ
ー
シ
ャ
ル
か
ら
ト
ル
ー
マ
ン
へ
」
（
一
潔
S
G
。
」
c
。
－
男
殉
¢
ω
…
一
り
膳
？
H
H
も
や

　
ト
⊃
③
卜
⊃
～
ω
）
。

④
「
経
済
原
則
と
賠
償
駄
、
＜
’
該
’
鼠
9
。
δ
メ
魯
§
》
題
ミ
N
鉱
寒
鳳
§
§
登
ミ
偽
譜

　
ぼ
ミ
牒
ぎ
§
防
8
罎
蜜
紙
。
昌
ミ
簿
鴨
O
o
ミ
§
N
駄
凄
、
、
寓
讐
藁
鳩
§
§
ぢ
§
、
き

　
N
♀
鉢
層
ミ
め
ぶ
途
へ
N
U
o
巳
o
p
曽
一
⑩
禽
も
℃
」
⑩
～
ω
卜
⊃
。

⑤
家
。
互
。
＜
礼
い
ミ
も
や
B
～
㎝
。

⑥
例
え
ば
、
王
月
一
九
日
の
「
ド
イ
ツ
経
済
と
賠
償
問
題
」
で
は
、
「
物
要
な
問

　
題
は
…
…
賠
償
問
題
に
つ
い
て
の
解
決
を
含
む
決
定
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ

　
ツ
の
経
済
的
統
一
の
問
題
は
無
条
件
に
賠
償
の
支
払
い
を
含
ん
だ
問
題
で
あ
る
偏

　
「
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
の
問
題
も
同
意
が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
な
し
に
は
賠
償
に
関
す
る
｝
致
は
保
証
さ
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。
該
。
一
9

　
8
メ
鉢
ミ
も
ワ
G
。
躰
～
①
。

⑦
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
G
A
へ
」
（
巳
蒔
S
ω
』
P
卜
い
闇
。
」
0
刈
）
。

⑧
「
西
側
ゾ
ー
ン
か
ら
、
経
常
生
産
物
賠
償
を
得
る
こ
と
に
対
す
る
ソ
連
の
固
執

　
が
、
圧
倒
的
に
特
徴
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
」
（
「
ダ
レ
ス
か
ら
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー

　
グ
へ
」
（
一
①
心
図
ω
．
N
P
O
頃
ζ
一
U
勺
）
。

⑨
　
モ
ス
ク
ワ
で
の
O
M
G
U
S
と
国
務
省
の
対
立
状
況
は
、
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー

　
ガ
…
か
ら
G
A
へ
」
（
｝
O
膳
N
ω
．
一
N
淵
ダ
や
忘
O
）
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

　
る
。

⑩
ク
レ
イ
の
到
着
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
代
表
三
内
の
対
立
が
激
化
す
る
こ
と
は
キ

　
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
て
い
る
。
「
C
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か

　
ら
S
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
」
（
ち
ミ
．
ω
．
昼
蔽
い
も
」
臨
）
、
「
キ
ン
ド
ル

　
バ
ー
ガ
ー
か
ら
G
A
へ
」
（
巳
ミ
・
ω
．
§
囚
ピ
も
．
辰
①
）
。

⑪
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
G
A
へ
」
（
6
ミ
．
ω
し
メ
凶
ダ
や
H
ミ
）
、

　
「
C
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
S
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
へ
扁
（
H
O
ミ
．
ω
高
伊

　
国
土
㍗
竃
ω
）
。
ま
た
、
ダ
レ
ス
は
週
に
一
度
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
に
対
し
て
会

　
議
の
様
子
を
報
告
す
る
書
簡
を
送
付
し
て
い
る
。

⑫
門
ア
メ
リ
カ
代
表
団
の
立
場
は
、
ま
だ
ル
ー
ル
と
賠
償
問
題
に
関
し
て
明
確
に

　
さ
れ
て
い
な
い
。
」
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
…
か
ら
W
・
ソ
ー
プ
へ
」
（
ら
斜
メ
ω
．
N
伊

　
U
・
ζ
①
今
戸
①
匹
‘
b
o
ミ
§
ミ
N
ミ
遷
ミ
防
§
望
駄
暮
免
早
母
ミ
亀
㌶
，
，
題
執
§
受
」
ぎ
ミ
ミ
側

　
N
和
一
㊤
O
①
．
唱
や
⑩
刈
～
O
O
、
以
下
］
）
瞭
↓
℃
と
略
す
）
。

⑬
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
W
・
ソ
ー
プ
へ
」
（
お
ミ
．
。
。
■
N
9
∪
田
↓
即
薯
．

　
り
刈
～
⑩
り
）
。

⑭
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
G
A
へ
」
（
巳
ミ
■
ω
』
P
囚
じ
も
し
α
G
。
）
Q
ま
た
、

　
賠
償
問
題
に
限
ら
ず
、
ダ
レ
ス
は
マ
シ
ュ
ー
ズ
と
と
も
に
ソ
連
と
の
～
致
を
ま
つ

　
た
く
欲
し
て
い
な
か
っ
た
。
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
G
A
へ
偏
（
一
リ
ミ
．
Q
。
．

　
一
己
囚
い
も
・
一
お
）
。

⑮
「
ダ
レ
ス
か
ら
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
へ
」
（
｝
り
駆
刈
．
G
Q
．
鱒
卜
⊃
甲
○
哨
ζ
“
】
）
℃
）
。

⑯
国
務
省
の
モ
ス
ク
ワ
会
談
以
前
の
賠
償
問
題
の
見
解
は
「
コ
ー
エ
ン
か
ら
国
務

　
長
官
へ
偏
（
一
リ
ミ
．
卜
⊃
・
一
N
風
儀
¢
ω
旨
O
膳
甲
H
H
も
℃
．
嶺
Q
。
～
①
ω
）
で
示
さ
れ
て
い

　
る
。
こ
こ
で
、
コ
ー
エ
ン
は
す
で
に
自
ゾ
ー
ン
か
ら
多
く
の
賠
償
を
得
て
い
る
ソ

　
連
が
「
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
を
得
る
権
利
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

⑰
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
G
A
へ
」
（
お
奨
．
ω
』
♪
円
じ
も
し
0
し
。
）
、
門
キ

　
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
G
A
へ
」
（
一
リ
ミ
．
し
。
』
ρ
℃
．
一
㎝
c
。
）
。

⑱
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
G
A
へ
」
（
6
ミ
．
ω
．
吋
P
囚
い
も
．
感
刈
）
、

　
「
C
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
S
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
へ
」
（
お
ミ
．
ω
．
ω
ρ

　
国
r
b
．
δ
O
）
。

⑲
「
ド
イ
ツ
か
ら
の
経
常
生
面
物
賠
償
に
関
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
（
6
ミ
．
ω
．

　
G
◎
ρ
0
鳴
鼠
一
〇
℃
）
。

⑳
ア
メ
リ
カ
代
表
団
が
、
ポ
ツ
ダ
ム
協
定
が
経
常
生
産
物
を
除
外
し
て
い
る
、
と

　
い
う
立
場
を
表
明
す
る
の
は
、
四
月
一
日
に
行
わ
れ
た
会
談
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が

　
ソ
連
に
対
し
て
示
し
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
（
牧
野
、
前
掲
害
、
二
九
〇
ぺ
一
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J・F・ダレス（John　Foster　Dulles）とアメリカのドイツ経済復興政策（河焙）

　
ジ
）
。
ダ
レ
ス
の
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
ダ
レ
ス
自

　
身
は
、
「
マ
ー
シ
ャ
ル
は
私
の
観
点
を
良
く
考
慮
し
て
く
れ
る
」
（
「
ダ
レ
ス
か
ら

　
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
へ
」
贈
り
膳
8
心
璃
、
○
閃
竃
6
℃
）
と
述
べ
て
お
り
、
何
ら
か

　
の
影
響
関
係
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

⑳
「
ト
ル
ー
マ
ン
か
ら
マ
ー
シ
ャ
ル
へ
」
（
ち
ミ
．
亜
目
悶
”
d
ω
：
冨
ミ
∴
押

　
署
．
も
。
O
一
～
ω
）
。

⑫
　
フ
…
バ
ー
は
陸
軍
省
の
依
頼
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
～
九
四
七
年
二
月
の
ド
イ
ツ

　
訪
問
時
に
、
ク
レ
イ
と
意
見
を
交
換
し
、
そ
の
見
解
の
多
く
を
自
己
の
報
告
番
に

　
取
り
入
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
真
鍋
、
前
掲
書
、
第
四
章
を
参
照
。

⑬
　
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
…
か
ら
G
A
へ
」
（
一
〇
ミ
．
G
。
．
b
∂
♪
内
U
も
9
一
α
Q
。
）
。
同
じ

　
文
書
の
中
で
、
統
合
復
興
派
の
代
表
的
人
物
で
あ
っ
た
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
は
こ

　
の
論
争
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
る
。
「
私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
産
主
義

　
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
と
も
、
～
九
～
九
年
と
同
じ
だ
と
も
考
え
て
い
な
い
。
フ
ラ

　
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
対
す
る
臆
病
な
防
衛
に
代
わ
り
、
全
ヨ
t
ロ
ッ
パ
を
統
合
す
る

　
よ
う
な
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
を
好
む
。
し
か
し
、
ク
レ
イ
、
コ
ー
エ
ン
、
ダ
レ

　
ス
の
議
論
に
お
い
て
は
、
私
が
現
在
の
蕃
礎
上
で
議
論
を
な
す
こ
と
は
不
可
能

　
だ
」
（
も
唱
．
一
〇
も
。
～
駆
）
。
こ
こ
に
、
統
合
復
興
論
者
と
そ
れ
以
外
の
潮
流
の
ソ
連
観

　
に
お
け
る
対
立
が
明
瞭
に
読
み
取
れ
る
と
と
も
に
、
中
下
級
官
僚
に
過
ぎ
ず
、
議

　
論
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
彼
ら
の
限
界
も
示
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
「
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
メ
モ
」
（
日
付
不
明
、
O
閃
ζ
”
U
℃
）
。

⑳
　
別
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
ル
ー
ル
の
国
際
管
理
へ
の
ソ
連
の
参
加
は
、
そ
れ

　
を
通
じ
て
米
英
統
合
地
区
の
経
済
運
営
へ
の
ソ
連
の
介
入
を
招
く
、
と
い
う
視
点

　
か
ら
も
拒
絶
さ
れ
て
い
る
。
「
ド
イ
ツ
か
ら
の
経
常
生
産
物
賠
償
に
関
す
る
メ
モ

　
ラ
ン
ダ
ム
扁
（
一
〇
恥
刈
．
ω
．
ω
O
甲
O
M
り
h
一
∪
剛
）
。

⑳
　
　
「
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
メ
モ
」
（
日
付
不
明
）
に
対
す
る
ダ
レ
ス
文
書
編
纂
者

　
に
よ
る
注
（
○
良
識
二
）
℃
）
。

⑳
　

「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
か
ら
G
A
へ
」
（
お
膳
N
野
ド
丙
ピ
も
．
δ
心
）
。

⑳
　
ク
レ
イ
は
、
「
私
が
、
な
ん
ら
か
の
実
質
的
な
援
助
を
な
せ
る
期
問
は
過
ぎ
去

　
っ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
」
と
述
べ
、
ル
ー
ル
で
先
週
生
じ
た
ス
ト
ラ
イ
キ

　
へ
の
対
応
を
理
由
に
帰
任
を
要
求
し
、
認
め
ら
れ
た
。
「
ク
レ
イ
か
ら
マ
ー
シ
ャ

　
ル
へ
」
（
6
ミ
．
ω
■
ω
押
0
℃
も
．
ω
器
）
。

⑳
　
寄
冨
α
Q
Φ
朗
魯
甑
計
署
9
一
①
『
～
刈
心
。
注
意
を
要
す
る
の
は
、
ク
レ
イ
が
ド
イ
ツ

　
経
済
の
優
先
的
復
興
と
い
う
考
え
方
を
変
え
て
は
い
な
い
点
で
あ
る
。
ト
ル
ー
マ

　
ン
政
権
の
ド
イ
ツ
政
策
全
体
の
方
向
自
体
は
、
ダ
レ
ス
と
国
務
省
が
推
進
す
る
方

　
向
で
決
定
さ
れ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
が
立
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ク
レ
イ

　
は
国
内
で
の
フ
ー
バ
ー
ら
の
支
持
を
背
景
と
し
て
、
一
九
四
九
年
初
ま
で
分
割
ド

　
イ
ツ
の
優
先
的
復
興
を
目
標
と
し
て
追
求
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

⑳
　
「
産
業
水
準
と
経
常
生
産
物
か
ら
の
賠
償
」
（
一
〇
心
刈
甲
膳
■
ω
）
、
「
ル
ー
ル
の
国

　
際
管
理
に
つ
い
て
」
（
拘
り
膳
刈
’
料
’
一
〇
）
¢
■
ψ
U
Φ
℃
窪
葺
Φ
鱒
。
｛
ω
［
象
②
・
Q
箋
ミ
霜
ミ

　
N
℃
発
く
b
も
」
§
鴨
恥
§
望
§
b
ミ
§
§
ひ
q
．
ω
．
O
■
℃
■
○
．
一
⑩
O
ρ
や
凸
O
及
び
署
．

　
。
。
卜
。
O
～
ω
O
を
参
照
。
そ
れ
ぞ
れ
、
日
付
は
公
式
に
文
書
で
提
示
さ
れ
た
日
時
。

　
口
頭
で
の
発
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
四
月
一
日
、
四
月
七
日
で
あ
る
。

⑳
　
こ
の
提
案
は
、
ア
メ
リ
カ
代
表
団
の
意
図
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
門
我
々
の
だ

　
れ
も
、
少
な
く
と
も
こ
の
会
議
で
ソ
連
が
そ
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が

　
い
く
ら
か
で
も
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
」
。
「
E
・
メ
イ
ソ
ン
か
ら
W
・
ソ
ー
プ

　
へ
」
（
H
り
膳
刈
．
蒔
・
口
置
】
）
月
日
勺
甲
b
唱
．
蒔
一
G
◎
～
鼻
）
。

⑳
　
ダ
レ
ス
は
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
経
済
統
合
を
増

　
大
さ
せ
る
と
い
う
私
の
観
点
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
私
の
好
む
も
の
か
ら

　
は
ほ
ど
遠
い
が
、
私
の
知
る
限
り
、
ア
メ
り
ヵ
政
府
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
、
そ

　
の
観
点
を
す
べ
て
に
お
い
て
反
映
さ
せ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い

　
る
。
「
ダ
レ
ス
か
ら
C
・
エ
ド
ム
ン
ド
ソ
ン
へ
偏
（
一
Φ
膳
刈
．
㎝
■
卜
⊃
O
“
］
）
℃
）
。

⑳
　
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
が
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
援
助
法
を
め
ぐ
る
超
党
派
外
交
に

（661）131



　
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
は
油
井
、
前
掲
書
、
第
六
章
を
参
照
。

⑭
　
　
門
ダ
レ
ス
か
ら
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
…
グ
へ
縣
（
一
り
蒔
刈
‘
蒔
“
邸
⑩
甲
回
）
℃
）
。

⑮
　
詳
し
く
は
、
真
鍋
、
前
掲
書
、
～
五
ニ
ペ
ー
ジ
参
照
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
～
九
四
六
年
中
間
選
挙
の
結
果
、
共
和
党
が
議
会
に
お
い
て
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
超
党
派
外
交
を
遂
行
せ
ざ

る
を
え
な
い
状
況
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
ダ
レ
ス
は
こ
の
共
和
党
が
多
数
を
占
め
る
議
会
を
背
景
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
対
し
て
自
己
の
ド
イ

ツ
政
策
の
採
用
を
追
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
モ
ス
ク
ワ
会
談
へ
の
参
加
と
い
う
形
で
そ
の
見
解
を
取
り
入
れ
た
。
そ
の

結
果
、
ダ
レ
ス
を
通
じ
て
、
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
前
後
の
期
間
に
、
国
務
省
内
の
ド
イ
ツ
分
割
論
者
と
共
和
党
の
三
際
主
義
者
と
の
問
で
、
分

割
ド
イ
ツ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
よ
る
そ
の
封
じ
込
め
と
い
う
ド
イ
ツ
政
策
を
め
ぐ
る
超
党
派
的
合
意
が
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
九
四
七
年
六
月
五
日
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
が
発
表
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
下
、
戦
後
国
際
政
治
経
済
秩
序
か
ら
の
ソ
連
の
締
め
出
し
と

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
へ
の
分
割
ド
イ
ツ
の
統
合
・
復
興
が
実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
で
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
に
対
し
て
ダ
レ
ス
は
い
か
な
る
態
度
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ダ
レ
ス
は
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
が
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
つ
と
め
る
上
院
外
交
委
員
会
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
援
助
を
擁
護
す
る
証
言
を
一
九
四
七
年
＝
月
一
四
日
に
行
っ
た
。
こ
の
中
で
ダ
レ
ス
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
援
助
に
賛
成
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
援
助
が
、
ダ
レ
ス
元
来
の
主
張
で
あ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
し
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
求
し
た
。
こ
の
後
も
、
ダ
レ
ス
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
目
標
匪
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

統
合
の
推
進
と
捉
え
、
そ
れ
を
ロ
ン
ド
ン
外
相
会
談
（
一
九
四
七
二
二
～
一
二
月
）
や
そ
の
他
の
場
所
で
積
極
的
に
擁
護
し
て
い
く
こ
と
に
な

③る
。
ド
イ
ツ
政
策
を
め
ぐ
る
超
党
派
外
交
の
遂
行
の
結
果
、
ダ
レ
ス
は
他
の
共
和
党
国
際
主
義
者
と
と
も
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
実
現
の
た

め
に
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
本
稿
で
分
析
し
た
ド
イ
ツ
政
策
を
め
ぐ
る
超
党
派
外
交
の
実
現
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

が
共
和
党
多
数
の
議
会
に
お
い
て
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
歴
史
的
起
源
の
一
つ
で
あ
る
の
だ
。



J・F・ダレス（John　Foster　Dulles）とアメリカのドイツ経済復興i改策（河崎）

①
ダ
レ
ス
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
と
い
う
構
想
は
、
自
分
の
一
月
一
七
冒
の
演

　
説
と
マ
ー
シ
ャ
ル
と
の
モ
ス
ク
ワ
で
の
会
話
か
ら
生
じ
た
と
考
え
て
い
た
。
「
ダ

　
レ
ス
か
ら
P
・
ハ
ッ
チ
ン
ト
ン
へ
」
（
回
り
ミ
■
①
』
《
∪
勺
）
、
「
ダ
レ
ス
か
ら
E
・

　
マ
ヘ
ア
ー
へ
」
（
一
リ
ミ
．
一
ピ
鳴
N
U
勺
）
。

②
　
　
「
上
院
外
交
委
員
会
に
お
け
る
J
・
F
・
ダ
レ
ス
に
よ
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」

　
（
一
〇
心
刈
．
一
一
．
一
間
甲
一
）
℃
）
。
ま
た
、
ア
メ
り
力
議
会
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
」
を

　
そ
の
後
も
主
張
し
続
け
て
い
く
が
、
こ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
「
ヨ
ー

　
ロ
ッ
パ
統
合
」
の
実
現
を
主
張
し
つ
づ
け
る
一
つ
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ

　
な
ら
、
議
会
に
「
ヨ
ー
ロ
バ
統
合
」
に
反
す
る
行
動
を
と
っ
て
い
る
と
認
識
さ
れ

　
た
国
は
、
援
助
が
停
止
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

③
ダ
レ
ス
は
、
一
九
四
七
年
～
二
月
に
参
加
し
た
ロ
ン
ド
ン
四
目
国
外
相
会
談
以

　
前
は
、
「
ル
ー
ル
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
鳳
を
主
張
し
て
い
た
が
、
こ

　
　
の
会
談
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
強
調
し
、
「
ル
ー
ル
を
中
心
と
し
た
」
と
い

　
う
点
を
強
調
し
な
く
な
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
会
談
時
に
、
ダ
レ
ス
が
後
に
シ
ュ
…

　
　
マ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
J
・
モ
ネ
（
言
磐
窯
9
器
け
）
と
接
触
し
た
こ
と
に
よ

　
　
る
。
そ
こ
で
、
モ
ネ
は
ダ
レ
ス
に
、
フ
ラ
ン
ス
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
り
、
後

　
　
に
シ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
計
画
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る

　
と
伝
え
て
い
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
こ
と
で
、
ダ
レ
ス
は
「
ル
ー
ル
中
心
」
を
強
調

　
し
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
フ
ラ
ン
ス
か
ら
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
取
ら
れ
る
の
で
あ

　
　
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
唱
導
す
る
こ
と
は
か
え
っ
て
世
論
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス

　
　
で
あ
り
、
発
表
さ
れ
た
後
に
支
持
を
表
明
す
れ
ば
よ
い
だ
け
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
H
簿
Φ
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ど
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ざ
↓
響
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｝
o
ぱ
鵠
「
o
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8
【
∪
信
一
8
。
。
○
「
巴
霞
δ
・

　
［
o
蔓
℃
δ
U
8
F
O
■
《
o
＠
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O
o
一
δ
o
鼠
o
P
勺
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ぎ
8
酔
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⇒
¢
駄
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崩
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客
旨
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一
Φ
①
9
唱
P
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Q
～
駆
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The　Development　of　the　Aristocratic　Cornmunity　and　Kingship　in　the　13th

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Century　Czech

by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FUJII　Masao

　　Since　the　14tli　century，　the　dual　structure　of　politica1　power　appeared　gradually

in　Czech．　Most　studies　have　been　done　mainly　from　the　viewpoint　of　the　growth

of　the　aristocratic　community　that　opposed　to　the　king．　But　those　studies　fo－

cused　on　extracting　the　idea　of　community　and　are　based　on　the　assumption　tha£

such　community　would　keep　developing　smoothly．　ln　this　paper，　in　order　to　see

the　growth　of　the　aristocratic　community　through　the　activities　of　the　aristocrats，　I

analyzed　their　participation　in　the　assemb｝y　that　was　held　by　the　king．　Besides，

in　the　latter　half　of　the　13th　century，　an　emergency　that　a　king　and　his　successor

were　absent　happened，　because　of　a　death　in　battle　and　the　taldng　of　his　heir　out

of　the　country．　At　that　time，　it　is　said　that　the　aristocrats　tried　to　keep　order

collectlvely．　WhaS　does　this　political　activjty　mean　for　the　development　of　the

aristocratic　community？　1　examined　this　with　the　letters　written　by　Tobiig，　bishop

of　Pyague，　who　is　considered　a　centra｝　figure　in　a　series　of　such　activity．

John　Foster　Dulles　and　American　Policy　Toward　German　Recovery

　　　　The　Origins　of　Marshall　Plan　and　Bipartisan　Foreign　Policy

by

KAWASAI〈1　Nobuki

　　American　policy　toward　Germany　has　had　many　interval　conflicts　since　World

War　fi　，　especlally　between　the　State　Departrnent　and　the　War　Departrnent．

　　These　oppositions　were　resolved　by　the　State　Depariment　in　1947，　when　the

Marshall　Plan　was　drafted．　ln　this　process，　the　Truman　administration　was　in

firont　of　Congress　with　the　majority　of　RepubticaR　Party．　So，　the　TrumaR　admi－

nistration　enacted　a　Bipartisan　Foreign　Policy　to　agree　with　the　Republican　Party

in　American　policy　toward　GermaRy．　J．　F．　Dulles　was　the　diplomatic　policy　advis一

（724）



er　of　the　Repubric　Party　and　played　the　crkical　role　in　this　Bipartisan　Foreign　Poli－

cy．　This　paper　analyzes　the　role　of　John　Foster　Dulles　at　the　Council　of　Foreign

Mir｝isters　in　Moscow　（1947．　3　10一一4．　24）　and　to　clarifies　the　origins　of　Marshag

plan．

Ancestor　Worship　in　Oracle　Bones　and　Dating　the　Lizu歴S9　lnscriptions

by

OCHIAI　Atsushi

　　Dating　of　inscriptions　on　oracle　bones　was　started　in　about　1930，　and　this　has

continued　up　to　now，　but　there　remain　Lizu　inscriptions　that　have　not　been

assigned　precise　dates．　This　thesis　will　prove　the　character　of　ancestor　worship

on　oracle　bones　in　the　first　chapter，　and　based　on　this　analysis，　decide　the　period

of　the　Lizu　inscriptions　in　the　second　chapter．　The　most　important　result　of　this

thesis　is　the　latter，　because　it　makes　inscriptions　on　oracle　bones　easy　to　deal

with　chronologically．　But　the　former　is　also　important，　addressing　questions　of

royal　prerogative，　succession，　and　blood　relatioRs　in　the　Shang　period　which　have

beeR　studied　from　only　literature，　or　comparisoR　with　posterity，　directing　from　in－

scriptions　on　orac｝e　bones．
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